
全
-
け
久
局
、
。
ル
第
三
十
九
巻

第
四
時
抗

昭
和
五
十
六
年
三
月

設
行

黄

炎

培

と

職

業

教

育

運

動

林

善

文

は

じ

め

に

一

寅
用
主
義
数
育
か
ら
職
業
数
育
へ

1

賀
利
主
義
か
ら
質
用
主
義
へ

2

職
業
数
育
の
提
唱

二

職
業
数
育
の
設
展
と
挫
折

-

中
華
職
業
数
育
社
と
職
業
数
育
運
動

2

開
学
校
制
度
と
指
導
内
容

3

職
業
数
育
の
寅
態

4

抗
日
戦
争
期
の
職
業
数
育

む

す

び

- 1 ー

は

じ

め

635 

「教
育
救
園
」
と
い
う
ス

?
lガ
ン
は
、
清
末
か
ら
す
で
に

一
部
の
教
育
関
係
者
の
手
に
よ
っ
て
唱
導
さ
れ
て
い
た
と
は

い
い
刻
、
こ
の
言
葉
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五
四
前
夜
の
中
園
に
到
着
し
、
以
後
二
年
聞
に
わ
た
っ
て

一一

省
で
講
演

・
講
義

活
動
を
績
け
た
米
園
の
哲
摩
者
・
数
育
家
ジ
ョ
ン
H

デ

ュ
l
イ

Q
0
7

ロロ
2
丘
中
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
制
。

が
全
園
的
に
浸
透
し、

買
践
活
動
に
移
さ
れ
て
い
く
の
は
、

一
九
一

0
年
代
か
ら

0
年
代
に
か
け
て
、
資
炎
培
を
中
心
と
す
る
職
業
数
育
運
動
、
陶
行
知

・
目
安
陽
初
に
代
表
さ
れ
る
卒
民
数
育
運
動
、
余
家
菊

・
野
新
城
ら
を
先

駈
と
す
る
園
家
主
義
数
育
運
動
が
あ
い
つ
い
で
展
開
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
か
か
る
「
数
育
教
園
論
」
を
、
形
こ
そ
違
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
方
法
で
質
践
せ
ん
と
試
み
た
も
の
で
あ
っ
た
。

体
統
的
に
中
園
人
の
数
育
問
題
に
劃
す
る
興
味

・
関
心
は
大
き
く
、
中
園
近
現
代
の
祉
禽

・
文
化
・
思
想
領
域
の
中
に
占
め
る
数
育
問
題
の

比
重
も
高
い
。
だ
が
、
わ
が
園
の
研
究
は
こ
の
問
題
に
着
目
す
る
こ
と
少
な
く
、
現
在
ま
で
の
成
果
は
、
陳
青
之

・
釘
新
城
ら
の
論
著
を
祖
述

す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
が
多
く
、
教
育
史
研
究
の
無
量
臓
の
賓
庫
と
も
い
う
べ
き
『
教
育
雑
誌
』
『
新
数
育
』
等
の
雑
誌
、
嘗
時
の
新
聞
等
を

活
用
す
る
著
作

・
論
文
の
敷
は
少
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
管
見
の
限
り
で
は
、
職
業
数
育
運
動
に
閲
す
る
専
門
的
研
究
は
な
く
、
中
心
的
人

史
上
に
は
た
し
た
功
績
は
、
正
嘗
に
評
債
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

本
稿
は

教
育
関
係
の
雑
誌
や

『
時
報
』
等
に
銭
り
つ

- 2 ー

物
と
し
て
取
上
げ
る
黄
炎
培
に
閲
し
て
も
、
そ
の
全
集
・
選
集

・
年
譜
等
は

い
ま
だ
に
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、

た
め
に
彼
が
中
園
近
現
代
数
育

っ、

資
炎
培
の
質
践
と
そ
の
数
育
思
想
の
復
元
を
は
か
り
、
こ
れ
を
通
し
て
、
一

0
年
代
か
ら
一一一

0
年
代
初
頭
に
レ
た
る
民
園
前
期
の
職
業
教

育
運
動
の
護
展
と
挫
折
の
過
程
を
追
跡
し
つ
つ
、
そ
の
歴
史
的
意
義
と
限
界
性
を
解
明
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

賞
用
主
義
教
育
か
ら
職
業
数
育
へ

1 

賀
利
主
義
か
ら
質
用
主
義
へ

黄
炎
培
(
{
子
は
任
之
、

え
を
受
け
刻
。
翌
年
、
江
南
郷
試
に
合
格
し
た
彼
は
、

O
三
年
六
月
、
蘇
報
事
件
に
際
し
て
清
朝
の
腐
朽
を
攻
撃
し
た
た
め
に
逮
捕
さ
れ
、
死

一
八
七
八
J
一九
六
五
)
は
、
江
蘇
省
川
沙
厭
に
生
ま
れ

一
九

O
一
年
に
は
上
海
の
南
洋
公
民
平
に
準
び
、
察
元
培
の
数



刑
の
剣
決
を
受
け
出
。
だ
が
、
米
園
人
宣
数
師
ウ
ィ
リ
ア
ム
日
バ

l
ク
(
司
王
宮
B

∞5
Z
)
の
霊
力
に
よ
っ
て
緯
放
さ
如
、
日
本
に
亡
命
し

め

7

た
。
こ
こ
で
教
育
皐
を
皐
ん
だ
彼
刷
、
中
園
革
命
同
盟
舎
に
加
入
し、

蹄
園
後
、
江
蘇
に
お
い
て
辛
亥
革
命
に
参
加
し
た
。
洗
復
後
の
二
一
年

十
二
月
十
九
日
、
責
は
江
蘇
数
育
司
長
に
任
命
さ
れ
、
翌
年
六
月
二
十
九
日
に
は
、
江
蘇
省
数
育
舎
副
曾
長
に
選
出
さ
れ
る
。
そ
の
彼
が
、
A
リ

「寅
用
主
義
数
育
」
の
提
唱
に
よ
っ
て
教
育
界
の
脚
光
を
浴
び
、

「賞
用
主
義
は
、
今
や
依
然
と
し
て
吾
園
の
教
育
上
の

一
名
詞
と
な
れ
り
」

と
誇
る
に
至
る
。
そ
れ
は
二
二
年
に
瑳
表
し
た
「
皐
校
教
育
採
用
賀
用
主
義
之
商
権
」
が
ま
き
お
こ
し
た
新
風
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九

O
四
年
一
月
に
、
張
百
照
・
築
慶

・
張
之
洞
の
起
草
し
た
「
皐
堂
章
程
」
が
奏
定
さ
れ
た
。
こ
の
中
の

市川
こ、
t
v
 

「
奏
定
買
業
開
学
堂
通
則
」
第

質
業
闘
争
堂
の
農

・
工
・
商
各
項
の
貸
業
を
振
興
す
る
ゆ
え
ん
は
、
富
園
裕
民
の
本
の
た
め
に
計
る
。
そ
の
皐
は
も
っ
ぱ
ら
寅
際
を
求
め
、
空
論
を
筒
ば
ず
。

と
あ
る
よ
う
に
、
清
末
に
お
け
る
近
代
的
皐
制
へ
の
第
一
歩
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
の
章
程
で
は
、
責
務
的
な
知
識
・
技
能
を
も
っ
人
材
の
育
成

で
、
児
童

・
生
徒
の
護
達
段
階
を
配
慮
せ
ぬ
、
官
僚
の
机
上
プ
ラ
ン
と
で
も
許
す
べ
き
章
程
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

-3-

を
め
ざ
す
こ
と
を
う
た
い
あ
げ
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
間
四
千
堂
佳
系
・
間
学
科

・
科
目
は
複
雑
を
き
わ
め
、
修
業
年
限

・
授
業
時
数
等
は
形
式
的

績
い
て
、

O
六
年
三
月
の
「
皐
部
奏
請
宣
示
数
育
宗
旨
摺
」
に
お
い
て
は
、

普
通
教
育
を
推
行
す
る
に
は
、

生
徒
に
訓
識
す
べ
き
で
あ
る
。
修

身
・
園
文

・
算
術
等
の
科
目
は
、
知
り
易
く
従
い
易
い
も
の
を
あ
げ
て
、
質
行
に
つ
と
め
さ
せ
、
課
す
る
に
賞
用
を
も
っ
て
し
、
間
郵
パ
園
蓋

・
手
工
を
重

中
小
拳
堂
に
お
け
る
数
科
書
は、

浅
近
の
理
と
、

切
賓
に
し
て
行
う
べ
き
事
を
と
り
、

要
科
目
と
し
て
、
貸
科
皐
波
の
渡
逮
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。
数
員
は
講
授
の
際
に
貨
物
の
標
本
を
用
い
、
風
平
生
-w-近
地
の
遊
行
に
導
い
て
、
寅
地
研
究
の
助

け
と
す
べ
き
で
あ
る
。

と
い
う
趣
旨
の
主
張
が
盛
込
ま
れ
、

一
見
す
る
と
民
園
初
期
の
質
利
主
義

・
貫
用
主
義
的
な
数
育
思
想
に
つ
な
が
る
内
容
を
も
っ
て
い
る
か
に

み
え
る
。
し
か
し
、
清
朝
の
貫
施
し
た
買
業
数
育
は
、
数
授
内
容

・
教
員
の
質
の
南
面
に
お
い
て
不
十
分
で
、
買
業
摩
堂
は
、

同

と
稲
せ
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
た
。

「
失
業
皐
堂
」

637 
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光
師
に
満
ち
た
中
華
民
国
の
成
立
と
と
も
に
、
教
育
組
長
の
重
任
に
就
い
た
禁
元
培
は
、

地
質
渡
せ
ず
、
究
采
界
の
組
織
は
な
お
幼
稚
で
あ
り
、
人
民
の
失
業
も
非
常
に
多
く
、
園
は
貧
窮
を
き
わ
め
て
い
る
の
で
、

d
Jマ

育
は
、
も
と
よ
り
や
間
務
の
急
な
る
も
の
な
り
」

と
述
べ
、

買
利
主
義
教
育
の
重
要
性
を
主
張
し
的
。
た
だ
し、

奈
元
培
は
、

ω軍
園
民
教
育
、

ω賀
利
主
義
教
育
、

ω公
民
遁
徳
教
育
、

ω世
界
観
教
育
、川
W
美
感
数
育
、
を
入
午
後
の
教
育
宗
旨
が
備
う
べ
き
五
項
目
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、

政
治
に
従
印
刷
せ
る

ωωω
よ
り
も
、
政
治
を
超
越
せ
る

ωω
の
方
を
貴
ぶ
ベ

し
、
と
結
論
し
て
い
る
以
上
、
賀
利
主
義
教
育
に
到
し
て
は
第
二

義
的
な
比
重
の
お
き
方
し
か
し
て
い
な
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

「劉
於
数
育
方
針
之
意
見
」
に
お
い
て
、
中
園
は

「
買
利
主
義
の
敬

こ
れ
に
封
し
て
、
早
く
か
ら
賀
利
主
義
教
育
を
提
唱
し
て
い
た
陸
費
遣
は
、
禁
元
培
の
見
解
は
多
数
の
方
針
を
粂
採
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

貨
は
無
方
針
に
他
な
ら
な
い
、

一
旦
民
が
窮
し
財
が
童
き
れ
ば
、
園
と
民
と
は
破
産
す
る
。
園
家
が
破
産
す
れ
ば
、

と
批
判
し
た
。
そ
し
て
、

外
侮
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
乗
じ
、
園
民
が
破
産
す
れ
ば
、
盗
賊
が
ま
す
ま
す
甚
し
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
わ
が
園
民
の
習
性
は
、

下
等
祉
舎
で
は
、

- 4ー

よ
く
労
に
耐
え
る
が
、
知
識
が
依
乏
し、

生
活
力
は
薄
弱
で
あ
る
。

上
等
社
舎
で
は
、
文
弱
優
柔
で
、
勢
に
耐
え
る
筋
力
も
、
生
を
謀
る
筋
力

も
な
く
、
こ
れ
が
ひ
ど
く
な
れ
ば
、
恐
ら
く
は
全
園
民
が
遊
民
と
な
り
、
み
な
餓
死
す
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、

今
日
の
設
育
方
針
は
、
す
み
や
か
に
賀
利
主
義
を
と
り
て
、
も
っ
て
封
症
の
禁
と
な
し、

坤
以
来
い
か
ん
は
、
な
お
あ
ら
か
じ
め
必
し
が
た
き
も
、
い
ず
く
ん

A
訓
"
'

も
と

ん
い

ぞ
さ
ら
に
も
っ
て
優
柔
文
弱
の
媒
を
盆
す
ベ
け
ん
や
。

と
述
べ
て
、
買
利
主
義
教
育
の
確
立
を
あ
ら
た
め
て
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
賀
利
主
義
教
育
の
提
唱
は
、
教
育
の
目
的
に
言
及
は
し
て
も
、

数
育
方
法
の
具
臨
的
内
容
に
ま
で
立
入
っ

て
い
る
わ
け
で

し
か
し、

は
な
い
。
こ
の
買
利
主
義
敬
育
に
不
満
を
も
っ
黄
炎
培
は
、

と
主
張
し
、
あ
わ
せ
て
各
教
科
の
百
六
世
的
指
導
目
標
を
、
以
下
の
如
く
列
翠
す
る
の
で
あ
る
。

一
三
年
の
前
掲
論
文
を
逼
じ
て
、
卒
面
的
な
文
字
の
教
育
を
改
め
て
、
立
瞳
的
な

買
物
の
数
育
と
な
す
べ
き
で
あ
る
、

修
身
・
・・
偶
譲
事
項
お
よ
び
作
法
に
注
意
す
る
。

園
文
・:
書
函

・
電
報

・
契
約
書
の
作
成
な
ど
貫
用
的
数
材
を
採
用
し
、

ま
た
行
書
を
重
視
す
る
。



歴
史
:・
近
世
の
大
事
件
を
選
ん
で
数
え
る
以
外
に
、
非
系
統
的
に
貫
業
界
の
有
名
人
の
故
事
な
ど
に
つ
い
て
数
援
す
る
か

地
理
:
・
園
版
を
作
っ
て
、

上
に
山
服
・
河
流
・
道
路
・
都
市

・
地
域
を
書
き
、

さ
ら
に
各
種
の
名
稿
や
物
産
を
注
記
さ
せ
る
。

算
術
:
・各
種
の
度
量
衡
の
器
を
備
え
、
貫
地
に
測
定
さ
せ
、
珠
算

・
簿
記
を
数
え
、

験
幣
法
(
金
の
民
俗
を
確
か
め
る
こ
と
|
|
筆
者
註
)
を
習

わ
せ
る
。

理
科
:
・
質
物
を
取
上
げ
、
模
型
標
本
を
用
い
、
必
ず
貫
験
さ
せ
、
校
外
数
授
・
修
皐
放
行
も
行
う
。

園
霊
・
:
質
物
の
篤
生
を
行
わ
せ
る
。

手
工
・:
買
物
を
前
に
置
い
て
模
造
さ
せ
る
。

鐙
育
:
・
鍛
錬
主
義
を
と
り
、
地
方
の
情
況
に
麿
じ
て
、
生
活
に
必
要
な
特
別
な
運
動
(
騎
馬

・
水
泳
な
ど
)
を
行
わ
せ
る
。

外
園
語
・
・
・
舎
話
を
重
視
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
決
し
て
系
統
的
な
皐
習
指
導
方
法
と
は
い
え
な
い
が
、
各
数
科
に
つ
い
て
、
何
よ
り
も
現
貫
か
ら
出
設
し
、

現
貫
生
活
に
役

- 5 ー

立
つ
費
用
的
側
面
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

黄
は
こ
の
貫
用
主
義
の
起
源
を
、
バ
セ
ド
ウ
(
]
∞
-
∞
S
E
0
4『)
・
カ
ン
ベ

Q
・
出
・
の
国
B
開拓
)
・
ザ
ル
ツ
マ
ン
(
(
U

・
0
・
ω丘
N
5
8ロ
)
と

い
っ
た
近
世
の

「
博
愛
汲
」
|
|
日
本
で
い
う

「
汎
愛
汲
」

で
あ
り
、

身
鐙
数
育
の
重
視

・
第
働
遊
戯
的
摩
習

・
直
観

・
事
物
主
義
を
逼
し

て、

公
盆
と
寅
利
を
重
ん
じ
る
数
育
を
展
開
し
、
資
本
主
義
化
の
道
に
あ
る
ド
イ
ツ
市
民
の
要
求
を
表
現
し
た
と
い
う
ー
ー
に
求
め
、

さ
ら
に

生
活
数
育
を
主
張
す
る
ベ
ス
タ

ロ
ッ
チ
(
]
出
・
司

g
E
O
N
N
C
I
--彼
は
「
直
翻
数
授
」
を
強
調
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、

の
児
童
に
射
す
る
数
授
は
、
観
察
し
た
り
、
計
算
し
た
り
、
事
物
の
名
稿
を
究
え
る
と
い
う
感
質
的
印
象
を
重
ん
じ
る
数
援
で
あ
る
べ
き
だ
と

そ
れ
は
低
年
齢

す
る
ー
ー
を
高
く
許
慣
す
る
。

つ
ま
り
、
資
は
従
来
の
中
園
の
文
雅
的

・
注
入
主
義
的
数
育
に
、
パ
セ
ド
ウ
に
代
表
さ
れ
る
「
博
愛
涯
」
や
ベ

ス
タ
ロ
ッ
チ
の
「
直
観
数
授
」
を
封
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
惇
統
的
数
育
の
も
つ
弊
害
の
打
破
を
訴
え
る
の
で
あ
る
。

639 

そ
し
て
、
黄
の
い
う
賞
用
主
義
と
は
、
米
閣
で
パ

l
ス
(
の
・司
2
54
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
、

ジ

ェ
1
ム
ズ
(
巧

-
F
5
2)

デ
ュ

l
イ
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ら
に
よ
っ
て
買
い
脳
的
に
設
展
さ
せ
ら
れ
、

キ
ル

パ
ト
リ
ッ
ク

(
当
・
戸
阿
ハ
ニ
宮

E
r)・
チ
ャ
イ
ル
ズ

Q
-
F

h
E
E
C
ら
に
よ
っ
て
権
承
さ

れ
て
き
た
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ズ
ム
な
る
概
念
と
同
義
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
早
く
か
ら
欧
米
の
数
育
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
彼

A
河
マ

今
也
、

一
五
年
に
米
園
に
赴
い
て
、

西
海
岸
の
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ

・
ロ
ス
ア
ン
ジ

ェ
ル
ス
か
ら
南
部
の
ニ
み

l
オ
リ
ン
ズ
、
東
部
の
ワ
シ
ン
ト

ご
と
に

二
、
三
校
か
ら
五

ン
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

・
ボ
ス
ト
ン
、
北
部
の
シ
カ
ゴ
な
ど
数
多
く
の
都
市
を
訪
れ
て
、
首
地
の
数
育
行
政
機
関
の
紹
介
に
よ

っ
て
、
都
市

A
q
 

，zn
uF
 

六
校
の
小
何
千
校

・
中
間
学
校

・
師
範
向
学
校
を
視
察
し、

詳
細
な
記
銑
を
残
し
た
。
そ
し
て、

も
し
究
質
方
面
を
論
ず
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
近
年
間
町
内ん
し
て
い
る
賀
用
主
義
は
、
こ
の
旋
行
で
私
に
寅
に
無
数
の
斬
新
な
材
料
を
輿
え
て
く
れ
た
。
け
だ
し

品
川
ソ

こ
の
主
義
は
米
図
に
お
い
て
は
、
貨
に
全
図
的
な
傾
向
で
、
日
々
に
進
ん
で
や
む
こ
と
の
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
賞
用
主
義
と
は
、

。フ
ラ
グ
マ
テ
イ
ズ
ム
を
指
し
て
い
る
と
理
解
し
て
も
誤
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

A

司
ん
H
ur

一
般
に
、
胡
過
は
。フ
ラ
グ
マ
テ
イ
ズ
ム
を
中
園
に
本
洛
的
に
紹
介
し
た
代
表
的
人
物
と
レ
わ
れ
、

と
く
に
彼
が

一
九
年
に

護
表
し
た
「
寅
験

A
W
w，
 

主
義
」
は
、
こ
れ
を
詳
細
に
解
説
し
た
代
表
的
論
文
で
あ
る
。
責
の
主
張
は
、
胡
遁
の
論
文
ほ
ど
系
統
的
で
撤
密
で
は
な
い
。
だ
が
、
彼
な
り

に
各
教
科
の
指
導
内
容
に
行
動
的
・
買
践
的
な
も
の
を
取
入
れ
、
如
何
に
貫
際
生
活
に
役
立
つ
か
を
問
題
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
グ

マ

-6-

テ
イ
ズ
ム
の
本
質
に

一
歩
で
も
近
づ
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
デ
ム

l
イ
ら
の
教
育
理
論
の
中
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
イ
ン
ス
ト

ウ
ル
メ
ン

タ
リ
ズ
ム
(
概
念
総
回
目
読
)
を
、
彼
濁
自
の
方
法
で
表
現
せ
ん
と
試
み
た
と
も
許
債
で
き
る
だ
ろ
う
。

資
の
主
張
は
、
教
育
部
が
賞
用
主
義
教
育
の
標
準
を
定
め
て
全
園
に
賞
施
す
べ

し
、
と
主
張
し
た
荘
食
の
「
採
用
賀
用
主
義
」
(
数
五
|
七
〉

の
援
護
を
受
け
て
、
全
国
の
教
育
界
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
ま
き
お
こ
し
た
。
で
は
、
黄
の
主
張
は
各
地
の
皐
校
教
育
の
中
で
ど
の
程
度
受
容

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

翌

一
四
年
夏
、
上
海
豚
数
育
禽
の
組
織
し
た
小
間
学
校
成
績
展
覧
曾
を
観
察
し
た
彼
は
、
園
文
に
閲
し
て
は
、

書
信
や

日
用
の
書
類
を
陳
列
し
て
い
る
の
が
九
五
校
中
三
八
校
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
書
翰

・
メ
モ

・
郵
便
葉
書

・
電
報

・
贋
告

・
借
用
書

・
各
種
の

規
則

・
招
待
状

・
附
築
が
含
ま
れ
て
お
り

種
々
雑
多
で
あ
る
。

書
法
で
行
書
を
教
え
て
い
る
も
の
は
、

一
O
校
に
満
た
ず
、

固
昔
一
回
一
の
種
類

も、

寓
生
の
固
案
は
な
お
少
数
で
あ
る
、
と
遁
ベ
、

ま
た
各
省
の
教
育
事
情
を
視
察
し
て
、

安
徽

・
江
西

・
漸
江
・
山
東

・
直
隷
各
省
と
も
か



帥

か
る
方
法
を
貫
行
す
る
も
の
は
な
お
少
数
に
と
ど
ま
る
、

と
そ
の
質
施
紋
況
が
不
十
分
な
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

一
二
年
九
月
、
禁
元
培
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
た
「
教
育
宗
旨
」
は
、
自
由

・
卒
等

・
博
愛
の
思
想
に
基
づ
く
民
主
的
な
数
育
制
度
の
確
立
を
め

ざ
す
も
の
で
あ
っ
的
。
だ
が
、
帝
政
復
活
を
ね
ら
う
大
総
統
裳
世
凱
の
濁
裁
権
力
強
化
の
中
で
、

士、

一
五
年
二
月
に
改
定
さ
れ
た
「
数
育
宗
旨
」

「
愛
園
・
向
武
・
崇
貫

・
法
孔
孟

・
重
自
治
・
戒
貧
争

・
戒
操
選
」
を
旨
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

一
旦
は
贋
止
さ
れ
て
い
た
讃
経
科
を

復
活
す
る
な
ど
、
教
育
政
策
に
お
け
る
復
古

・
反
動
化
を
お
し
進
め
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
前
の
月
に
制
定
さ
れ
た

「特
定
率

「遁
徳
・
寅
利

・
尚
武
を
重
ん
じ
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
を
運
用
す
る
に
貫
用
を
も
っ
て
す
る
」

「道
徳

・
貫
利

・
尚
武
教
育
を

務
綱
要
」
で
は

も
っ
て
瞳
と
な
し
、
賓
用
数
育
を
も
っ
て
用
と
な
す
」
と
し
て
、
寅
用
主
義
の
採
用
を
提
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
黄
は
こ
れ
を
「
こ
の
一
年

間
、
か
の
主
義
の
進
行
の
最
も
あ
き
ら
か
な
る
形
跡
で
あ
る
」
と
喜
び
、
出
版
物
の
こ
れ
を
標
題
と
す
る
も
の
多
く
、

敬
育
禽
議
の
議
題
と
な

「
虚
名
の
数
育
、
玩
物
の
数
育
と
の
車
戦
の
秋
」
が
来

な
お
そ
の
賓
際
の
放
果
を
牧
め
て
い
な
い
こ
と
を
認
め
、

- 7ー

す
も
の
少
な
く
は
な
い
が
、

同

た
れ
り
、
と
宣
言
す
る
。

2 

職
業
教
育
の
提
唱

帥

績
い
て
、
黄
は
「
寅
用
数
育
主
義
産
出
の
第
三
年
は
、
職
業
数
育
萌
生
の
第

一
年
と
い
い
て
可
な
り
ι
と、

「職
業
数
育
」
と
い
う
新
た
な
概
念
を
提
起
す
る
。
彼
が
「
職
業
教
育
」
な
る
表
現
を
初
め
て
用
い
た
の
は
、

一
三
年
の

「賞
用
主
義
教
育
」
に
か
え
て

「江
蘇
今
後
五
年
間

数
育
計
董
書
」
(数
五
|
一
二
〉
で
あ
る
が
、
本
格
的
に
提
唱
し
た
の
は
、

一
六
J
一
七
年
に
『
教
育
雑
誌
』
に
連
績
的
に
掲
載
さ
れ
た
「
抱
一
日

記
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
で
は
、
「
職
業
教
育
」
と
「
貫
用
主
義
数
育
」
あ
る
い
は
「
賓
業
数
育
」
と
は
如
何
に
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の

A
m
H，
 

h
u、

言
に
よ
れ
ば
、
「
貫
用
数
育
は
抽
象
的
で
あ
り
、
職
業
数
育
は
具
躍
的
で
あ
る
」
「
買
業
数
育
と
は
、
農
・
工
・
商
三
種
に
限
定
さ
れ
る
の
に
封

伺

し
て
、
職
業

警

と
は
、

直
接
生
を
謀
る
も
の
は
皆
こ
れ
で
あ
る
」
と
な
る
。
ま
た
他
の
数
宮
崎
係
者
の
定
義
に
よ
れ
ば
、

質
業
の
一
方
面
に
限
定
さ
れ
る
の
に
劃
し
て
、
職
業
教
育
は
、
あ
ら
ゆ
る
職
業
を
そ
の
内
に
含
む
し

「質
業
教
育
は

-641 

「
職
業
の
範
園
は
、

質
業
の
そ
れ
よ
り
も
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康
晴
」
一
方
で
個
性
に
合
わ
せ
て
、
自
己
の
才
能
を
設
展
さ
せ
、
他
方
で
は
社
舎
の
需
要
を
顧
慮
し
、
社
曾
の
た
め
に
有
用
の
人

伺

材
を
訓
練
す
る
こ
と
で
あ
る
」
な
ど
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
職
業
数
育
」
と
は
「
賞
用
主
義
数
育
」

て
、
よ
り
具
般
的
で
、
範
園
が
康
く
、
社
曾
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
、
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
質
業
数
育
」
に
比
べ

「
職
業
は

一
O
年
の
荘
食
の
「
英
園
女
子
職
業
数
育
」
(
数
二
l
七
)
に
お
い
て
、
詩
語
と
し
て
初
め
て
用
い
ら

れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
官
文
書
に
初
め
て
見
え
る
の
は
、
黄
に
よ
れ
ば
、

O
四
年
の
山
西
農
林
摩
堂
組
崩
挑
文
棟
の

A
W
切，
hu 

あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
「
女
子
職
業
間
学
校
」
な
る
表
現
が
、

か
か
る
「
職
業
教
育
」
な
る
用
語
は
、

「山
西
農
務
公
臆
」
で

念
を
普
及
さ
せ
、

「
職
業
数
育
」
な
る
概

倒

「
東
方
敬
育
僻
典
に
さ
き
に
載
せ
ざ
る
職
業
数
育
の
一
名
詞
が
、
今
ま
た
す
で
に
口
に
嵩
々
と
し
、
耳
に
洋
々
、
た
り
」
と
い

わ
れ
る
ま
で
に
浸
透
さ
せ
た
の
は
、
黄
の
功
績
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
彼
を
し
て
か
か
る
質
用
主
義
教
育
や
職
業
数
育
の
提
唱
へ

一
三
年
の
教
育
部
公
布
の
「
買
業
開
学
校
令
」
に
あ
る
が

と
駆
立
て
た
原
因
や
背
景
に
は
、
如
何
な
る
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

度
卒
均
〉

の
一
二

・
五
%
か
ら

O
九
J
一一

年
の

一
五

・
五
%
、

一
九
O
一
J
O三
年
(
年

、机
M
，

一
九
J
一
一
一
年
の
二
九
・
二
%
へ
と
急
激
に
増
大
し
て
い
討
。
か
か
る
現
朕

- 8 ー

付

日
本
の
酎
中
園
商
品
職
出
の
激
増
が
あ
る
。
中
園
の
全
職
入
額
に
占
め
る
日
本
(
産
相
同
を
含
む
〉
の
比
重
は
、

を
ふ
ま
え
て
黄
は
、

輸
入
商
品
の
増
加
は
、
各
図
と
も
日
本
に
及
ば
ず
、
日
本
の
商
品
で
は
棉
花
が
第
一
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
わ
が
園
民
で
中
園
が
そ
の
商
戦
に
失
敗
す
る
こ
と

A
川“
，

，n
u
v
 

に
耐
え
ら
れ
な
い
者
は
、
そ
の
渦
の
由
来
す
る
と
こ
ろ
を
省
み
る
べ
き
で
あ
る
。

と
述
べ
て
、
危
機
感
を
煽
り
、
適
切
な
射
隈
策
の
採
用
を
訴
え
て
い
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
の
設
生
に
よ
っ

て
、
欧
洲
商
品
の
中
園
へ
の
流
入
は
大
幅
に
減
少
し
、
そ
れ
は
中
園
圏
内
に
お
け
る
民
族
産
業
育
成
の
機

日
本
商
品
の
劉
中
園
職
出
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
れ
ば
、
民
族
産
業
設
展
の
除
地
は
そ
れ
だ
け
少
な

運
を
醸
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
園
人
を
し
て
日
本
商
品
の
流
入
に
警
戒
の
目
を
向
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
民
族
産
業
設
展
の
た
め

に
、
多
数
の
中

級
以
上
の
技
術
者
養
成
の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
た
め
に
も
、

よ
り
目
六
践
的

・
寅
務
的
な
職
業
数
育
が
必
要
に
な
っ
て
く
る



の
で
あ
る
。

ピ〉

貫
用
主
義
教
育
提
唱
の
原
因
と
も
な
っ
た
嘗
時
の
法
政
専
門
教
育
の
膨
脹
に
射
す
る
危
機
感
が
あ
る
。
光
復
以
来
の
法
政
専
門
数
育
の

八
割
が
法
政
専
門
拳
校
で
あ
り
、
行
政
機
関
に
登
録
を
申
請
す
る
公

普
及

・
設
展
は
ま
こ
と
に
す
さ
ま
じ
く
、
新
聞
の
生
徒
募
集
贋
告
の
七、

文
も
ま
た
七
、

「
生
利
」
に
走
る
民
が
少
な
く
て
、
中
園
を
貧
弱

d
J
，
 

ム
u
v

に
し
て
レ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
生
利
」
の
数
育
、
す
な
わ
ち
貫
用
を
旨
と
し
、
物
を
生
み
だ
す
数
育
を
推
贋
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
黄
は

八
割
が
法
政
専
門
摩
校
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
分
利
」
に
走
る
民
が
多
く
、

主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
開

彼
が
職
業
同
学
校
創
設
を
提
唱
す
る
背
景
に
は
、
首
時
の
貫
業
態
ナ
校
が
腐
敗

・
堕
落
し、

そ
の
機
能
を
は
た
せ
な
い
、

と
い
う
情
況
が
あ

っ
た
。
や
や
長
文
に
わ
た
る
が
、

そ
の

一
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

江
蘇
省
立
の
削
減

・
工
・
商
各
買
業
皐
校
は
、
さ
き
に
教
育
司
黄
炎
培
の
規
登
を
経
て
、
設
備
が
き
わ
め
て
周
密
で
あ
る
と
潟
し
て
い
る
が
、
近
年
内
容
は
日

日
に
退
化
し
て
お
り
、
教
育
を
語
る
者
の
多
く
が
、
そ
れ
を
紋
憾
と
し
て
い
る
。
・
・
:
南
京
第
一
農
業
間
学
校
は
:
:
・
調
べ
て
み
る
と
、
校
中
の
激
職
員
に
、

校
長
経
験
者
の
親
族
や
醤
知
の
者
が
十
徐
名
も
お
り
、
た
だ
に
農
皐
の
知
識
が
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、

多
く
は
教
育
界
の
人
聞
で
は
な
い
。
ま
た
皐
款
を

- 9 ー

流
用
し
て
お
り
、
食
計
簿
記
を
調
べ
る
と
、
流
用
し
た
校
款
七
千
元
を
、
江
蘇
銀
行
よ
り
無
錫
に
迭
っ
て
紙
と
繭
を
販
賢
し
、
管
理
が
不
嘗
で
あ
る
と
訴
え

ら
れ
た
。
税
同
宇
が
皐
校
に
や
っ
て
き
て
、
自
修
室
を
調
べ
る
と
、
布
靴
下
に
魚
肉
を
包
ん
で
お
り
、
全
く
さ
ま
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
卒
常
の
管
理
の
放

任
ぶ
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
数
授
の
不
良
さ
が
訴
え
ら
れ
た
が
、
視
間
四
千が
開
母
校
に
来
て
、
課
程
を
調
べ
る
と
、
農
科
主
任
が
昆
品
問
牢
を
教
え
て
い

た
が
、

鼠
一
十
生
の
讃
ん
で
い
る
教
科
書
の
章
節
と、

教
え
て
い
る
こ
と
が
一

致
せ
ず
、
民
平
生
に
問
う
と
、
こ
れ
ま
で
教
科
に
射
し
て
は
、

多
く
は
忙
然
と
し
て

ふ
制
，
ム
uv

理
解
で
き
な
か
っ
た
と
答
え
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
数
育
現
場
の
腐
敗

・
堕
落
や
、
適
切
な
数
科
書

・
系
統
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
不
在
と
い
う
現
象
は
、
何
も
賞
品
並
木
母
校
に
限
ら
ず
、
あ
ら

《
河
可

ゆ
る
種
類
の
開
学
校
を
通
じ
て
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。

ま
た
そ
の
結
果
と
し
て
、
各
母
校
の
卒
業
生
が
就
職
で
き
な
い
と
い
う
大
き
な
問
題
が
誕
生
す
る
。
責
は
江
蘇
の
公
私
立
の
各
中
皐
校

643 
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を
調
査
し
た
報
告
に
よ
り
、卒
業
生
で
護
摩
す
る
者
は
二
五
%
、就
職
を
し
よ
う
と
し
て
で
き
な
い
者
が
三
O
%
、

帥

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
別
の

論
文
で
、
江
蘇
省
で
は
、

中
皐
卒
業
生
が

一
五
年
度
で
二
三
%
、
一
六
年
度
で
三
九
%
が
進
母
で
き
る
。

た
だ
し
、

し
て
も
ま
と
も
な
も
の
で
は
な
い
。
高
等
小
皐
卒
業
生
に
関
し
て
も、

一
六
年
度
四
、
九
八
三
人
中
、

そ
の
他
は
無
職
か

就
職

各
中
等
同
学
校
に
牧
容
で
き
る
者
は
二
五

品
川
リ
'nv 

と
そ
の
惨
敗
を
語
り
、
か
か
る
情
況
は
「
行
政
の
責
に
あ
ら
ず
し
て
、
誰
の
責
ぞ
」
と
結
ぶ。

し
か
し
、

彼
は
そ
れ
以
上
政

治
問
題
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
、

数
育
費
の
増
加
に
関
し
て
も
、
そ
れ
を
行
政
機
関
に
要
求
す
る
よ
り
は
、
安
債
な
恩一'校
を
創
設
し、

維
持
し

帥

ょ
う
と
す
る
姿
勢
を
と
り
、

失
業
問
題
の
解
決
も、

数
育
を
通
し
て
行
お
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

'n
u
v
 

伺

一
七
年
一
月
、

奈
元
培
は
「
就
任
北
京
大
皐
校
長
之
演
説
詞
」
に
お
い
て
、
北
京
大
皐
に
皐
ぶ
厚
生
は
み
な
「
升
官
護
財
」
の
思
想
を

も
ち
、

多
く
は
法
科
に
入
り
、
数
員
に
劃
し
て
は
、
そ
の
皐
聞
の
浅
深
を
問
わ
ず
し
て
、
そ
の
官
階
の
大
小
を
問
う
。
卒
常
は
放
蕩
冶
遊
し
っ

て
ん
す
う

た
だ
分
数
の
多
寡
の
み
を
争
う
、

%
に
及
ば
な
い
、

っ、

考
試
の
時
の
み
勉
祭
に
勤
し
み
、

と
い
う
現
欣
を
批
判
し
つ
つ
、

「大
開
学
は
古
田
深
の
皐
聞
を
研
究
す
る

- 10ー

も
の
な
り
」
と
説
い
た
の
は
、
有
名
な
事
買
で
あ
る
。
そ
し
て
、
首
時
の
一
般
的
風
潮
と
し
て
、
多
数
の
父
兄
は
そ
の
子
弟
を
皐
校
に
入
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、

「
升
官
設
財
」
の
途
に
就
か
せ
よ
う
と
欲
し
て
い
た
。
黄
も
ま
た

枇
舎
の
積
習
は
、
土
を
重
ん
じ
て
段
・
工
・
商
を
隆
ん
じ、

心
を
労
す
る
も
の
を
食
ん
で
力
を
労
す
る
も
の
を
賎
し
ん
で
い
る
。
千
百
年
に
わ
た

って
こ
れ

流
毒
、
か
極
に
至
っ
て
い
る
。
:
:
:
農
・工

・
商
摩
校
を
卒
業
し
た
者
は
、
捨
て
て
官
と
な
る
を
求

を
養
成
し、

一朝
夕
に
よ
く
返
す
と
こ
ろ
で
は
な
く
、

め
、
得
ら
れ
な
け
れ
ば
求
め
て
数
師
と
な
っ
て
自
ら
を
慰
め
て
い
る
。
往
々
に
し
て
皐
生
の
父
兄
は
、
そ
の
境
遇
が
子
弟
を
し
て
自
活
さ
せ
ざ
る
を
え
な
い

A

リ
'
M
P
 

の
に
、
な
お
子
弟
を
し
て
坐
し
て
慮
祭
を
享
け
さ
せ
よ
う
と
希
望
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
か
か
る
情
況
を
慨
嘆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て

職
業
数
育
の
振
興
を
通
し
て
俸
統
的
教
育
の
弊
害
を
打
破
せ
ん
と
す
る
彼
の
努
力

は
、
中
華
職
業
教
育
祉
の
創
設
と
な
っ
て
結
質
し
て
い
く
。

南
直
鰻
谷
東
町
の
大
阪
育
英
高
等
小
同
学
校
を
訪
問
し
、

一
七
年
の
一
月
八
日
か
ら
三
月
九
日
に
か
け
て
、
資
は
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
歴
訪
し
て
、
数
育
事
情
を
調
査
し
た
。

そ
の
濁
自
の
職
業
数
育
の
貫
施
朕
況
に
深
い
感
銘
を
受
け
、

日
本
で
は
、
大
阪
市

「
東
方
教
育
を
革
新
す
る



合

M
，

A
M
mv
 

た
め
の
先
聾
」
で
あ
る
、
と
評
慣
し
て
い
る
。
だ
が
、
彼
は
日
本
留
同
学
生
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
教
育
か
ら
禅
盆
さ
れ
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
後
年
の
回
想
の
中
で
想
起
す
る
の
は
、
東
京
高
等
工
業
息
子
校
長
と
し
て
、
工
業
数
育
に
重
力
し
た
手
島

帥

精
一
の
み
で
あ
る
。

つ
い
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
渡
り
、
各
地
で
講
演
を
行
っ
て
、
華
僑
よ
り
斐
銀
二
ハ
、

命
平
ム
凶
い

八
O
O元
の
寄
附
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、

彼
が
創
設
を
準
備
し
て
い
る
中
華
職
教
祉
の
活
動
資
金
に
充
賞
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

該
祉
の
崩
事
部
主
任
に
選
出
さ
れ
た
黄
は
、

休
む
間
も
な
く
五
月
十
五
日
よ
り
八
月
二
十
一
日
に
至
る
マ
ラ
イ
宇
島

・
ス
マ
ト
ラ

・
ジ
ャ
ワ
で
の
華
僑
数
育
質
施
朕
況
調
査
の
放
に
出
設
す

、A
マ

タ
ア
ラ
ル

γ
.フ
ル

シ

y
ガ

ポ

ー

ル

マ

ラ

フ

カ

メ

ダ

ン

ス

さ

ラ

ャ

.

、

タ

グ

イ

ア

バ

ン
ド
y

ス

マ

ヲ

ソ

μHV

る
。
彼
は
士
口
隆
披

・
新
加
技

・
馬
六
甲

・
棉
蘭
・
掴
水
・
巴
達
維
亜

・
寓
隆

・
三
賓
聾
な
ど
の
二
九
埠

・
七
九
閉
母
校
を
歴
訪
し
た
と
い
う
。
南

洋
で
の
華
僑
教
育
に
大
き
な
閥
心
を
も
っ
責
は
、
調
査
の
結
果
、
華
僑
教
育
は
貫
用
主
義
を
採
る
べ
き
で
あ
り
、
首
地
の
貫
情
に
あ
っ
た
濁
自

《
刈
切55

の
数
材
の
編
集
が
重
要
で
あ
る
、
と
強
調
し
て
い
る
。

蹄
園
後
、

ま
も
な
く
直
隷
数
育
鹿
長
に
任
命
さ
れ
た
彼
は
、
二
週
間
後
に
就
任
を
辞
退
す
る
。

そ
の
理
由
は
、
中
華
職
数
祉
を
輿
し
、
職
業

A
叩
w
y

ん
凶
い

「
在
野
の
身
に
あ
っ
て
、
匹
夫
の
責
を
童
く
さ
ん
」
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

- 11ー

四
時
十
校
を
創
立
せ
ん
と
す
る
計
董
を
賀
行
に
移
す
た
め
に
、

職
業
数
育
の
設
展
と
挫
折

1 

中
華
職
業
数
育
社
と
職
業
数
育
運
動

品り

一
七
年
五
月
六
日
、
上
海
で
成
立
大
舎
を
聞
い
た
中
華
職
業
教
育
祉
の
概
要
と
略
史
に
閲
し
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
論
述
し
た
。
穆
鶏
初

・

高
雲
蓋
・
張
審

・
史
量
才
・
簡
照
南

・
鏡
、
氷
銘

・
方
板
伯
ら
の
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
、
察
元
培

・
湯
化
龍

・
語
源
澱
・
蒋
夢
麟
・
哀
希

A
M
Uマ

ム
凶
い

溝
・
郭
乗
文
ら
数
育
関
係
者
や
陳
嘉
庚
に
代
表
さ
れ
る
華
僑
を
有
力
メ
ン
バ
ー
と
す
る
中
華
職
数
社
は
、

A
W
叫，
ん
柏
、

任
の
地
位
に
あ
っ
た
黄
炎
培
を
中
心
に
、
積
極
的
な
職
業
数
育
運
動
を
推
進
す
る
。

一
七
年
か
ら
二
八
年
ま
で
樹
事
部
主

-645 
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一
八
年
九
月
八
日
に
上
海
市
陸
家
潰
に
聞
製
し
た
中
華
職
業
皐
校
で
あ
っ

た
。
そ

同

の
設
立
の
た
め
の
五
寓
元
募
金
で
は
、
韓
親
初

・
語
雲
蓋

・
史
量
才
ら
の
活
躍
が
め
ざ
ま
し
か

っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
同
学
校
の
翠
生
た
ち
の
五

四
時
期
に
お
け
る
活
動
は
、
そ
の
ま
ま
中
華
職
教
祉
の
数
育
事
業
の
性
格
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

、抗
日
匂

h
h
v
 

「
五
四
運
動
は
な
お
表
面
上
の
活
動
」
に
す
ぎ
ぬ
と
の
認
識
を
も
っ
資
の
姿
勢
を
反
映
し
て
か
、
五
四
運
動
護
生
と

と
も
に
、
各
地
の
準
校

該
枇
の
諸
活
動
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
た
も
の
が

の
厚
生

・
生
徒
が
、
反
帝

・
反
封
建
の
積
極
的
闘
争
に
立
上
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『時
報
』
の
報
道
に
擦
る
か
ぎ
り
、
中
華
職
業
皐
校
は

罷
諜
や
デ
モ
に
参
加
せ
ず
、
わ
ず
か
に
「
附
属
工
場
で
製
造
し
た
各
種
の
ボ
タ
ン
を
、
日
貨
抵
制
運
動
の
一
環
と
し
て
、

安
く
版
賀
し
た
い
の

d
a，
 

が
nv

で
、
早
く
申
込
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う
趣
旨
の
書
函
が
掲
載
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
中
華
職
数
社
附
設
皐
校
の
皐
生
た
ち
は
、
一
九
年

帥

か
ら
二

O
年
に
か
け
て
、
日
本
の
日
向
の
新
村
運
動
の
影
響
を
受
け
て
、
新
村
主
義
に
よ
る
共
同
生
活
を
営
み
、
大
衆
デ
モ
や
同
盟
ス
ト
は
有

力
な
文
化
運
動
で
あ
り、

全
園
民
を
究
醒
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

結
局
は
表
面
的
で
、
員
に
徹
底
的
な
や
り
方
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、

倒

れ
わ
れ
は
確
買
に
祉
舎
を
改
造
す
る
た
め
、
運
動
を
小
組
織

・
小
園
艦
よ
り
起
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
主
張
し
た
。

わ

- 12ー

か
か
る
直
抗
的
な
政
治
的

・
日航命田的
援
革
を
拒
否
す
る
彼
ら
の
思
考
方
法
は
、

「
数
育
救
園
論
」
の
そ
れ
と
軌
を

一
に
し
て
い
る
と
も
い
え

伺

そ
こ
に
デ

「
i

イ
の
教
育
理
論
の
影
響
を
認
め
る

こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
デ
ュ

l
イ
の
唱
導
せ
る
「
数
育
町
生
活
、
鼠午校

ょ
う
。
そ
し
て
、

印
此
命
ど

と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、
二
0
年
代
の
中
園
数
育
界
の
共
通
の
到
達
目
標
と
な
り
、

そ
の
中
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
H

メ
ソ
ッ
ド
(
設
計
数

早
川政
)
や
ド
ル
ト
ン
ヘ
フ
ラ
ン
(
道
耐
頓
制
)
が

一
世
を
風
脱
し
た
。
こ
の
デ

ム
l
イ
の
数
育
理
論
の
中
で

重
要
な
意
味
を
も
っ
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル

メ
ン
タ
リ
ズ
ム
は
、

人
間
の
概
念
作
用

・
思
考
・
理
論
な
ど
は
、
人
聞
が
行
動
す
る
た
め
の
遁
具
で
あ
り

そ
れ
を
貫
地
に
適
用
す
る
中
で
そ

の
首
在
、
か
定
ま
る
、

と
す
る
考
え
方
で
あ
っ
た
。
か
か
る
思
考
方
法
は
、
首
然
買
用
を
重
視
す
る
職
業
数
育
理
論
と
密
接
に
関
連
し
て
く
る
。

そ
し
て、

彼
は
枇
舎
に
お
け
る
資
本
制
度
を
根
本
的
に
改
造
す
る
に
は
、
教
育
よ
り
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
激
烈
な
革
命
と
直
接
行
動
と

一
時
的
な
成
果
を
生
む
か
も
し
れ
な
い
が
、
摘
来
の
社
禽
人
が
新
し
い
環
境
に
適
底
す
る
訓
練
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
、
結
局
は
無
数
と

同
開

な
る
だ
ろ
う
と
考
え
、
職
業
教
育
に
よ
る
か
か
る
問
題
の
解
決
を
力
説
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
か
か
る
直
接
行
動
を
否
定
し
、
漸
準
的
な
教
育

l土



的
改
革
の
中
に
そ
の
可
能
性
を
求
め
よ
う
と
す
る
思
考
傾
向
は
、
黄
炎
培
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
数
育
家
に
、
多
か
れ
少

な
か
れ
共
通
し
て
見
ら
れ
る
現
象
で
も
あ
っ
討
。

暗
黒
の
軍
閥
支
配
は
、
数
育
費
を
軍
事
費
に
牧
奪

・
輔
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
数
育
界
に
深
甚
な
打
撃
を
輿
え
て
レ
た
。
資
は
、
全
園
百

数
十
蔦
の
軍
隊
の
う
ち
百
寓
を
裁
去
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
正
し
い
計
重
が
な
け
れ
ば
害
を
な
す
こ
と
無
窮
で
あ
る
。
兵
士
が
家
に
蹄
っ
て
も
生

計
が
あ
り
、
相
嘗
の
数
育
が
あ
れ
ば
、
悪
を
な
さ
ず
、
良
民
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
軍
人
が
献
労
働
者
と
な
り
、
農
民
と
な
れ
ば
、
自
然
に
軍
隊
は

解
散
し
、
数
養
を
加
え
れ
ば
よ
き
人
民
と
な
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
中
園
の
第

一
の
問
題
は
裁
兵
問
題
で
あ
り
、
裁
兵
の
唯
一
つ
の
方
法
が
軍

帥

陵
職
業
数
育
で
あ
る
、

そ
し
て
、

町内ヨ，

z
ト

P

て
、
雨
湖
巡
閲
使
呉
侃
学
の
汲
遣
し
て
き
た
軍
人
子
弟
コ
二
名
を
中
華
職
業
皐
校
に
受
入
れ
て
い
る
。

中
華
職
業
率
校
は
職
業
補
習
敬
育
に
も
力
を
注
い
だ
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
識
字
者
を
封
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

例

制

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

黄
は
一
二
年
七
月
二
十
八
日
、
江
蘇
義
務
教
育
期
成
舎
の
副
曾
長
に
推
参
さ
れ
て
い
る
。

と
考
え
て
、

軍
隊
職
業
教
育
に
も
な
み
な
み
な
ら
ぬ
関
心
を
寄
せ
た
。

そ
の
具
盤
的
貫
践
の
第

一
歩
と
し

文
盲
を
封
象
に
し

- 13-

に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
は
、

た
だ
数
育
の
普
及
・
強
迫
数
育
(義
務
数
育
の
こ
と
||
筆
者
註
)
を
い
う
の
は
よ
く
な
い
。
数
育
は
職
業
性
を
帯
び
、
職
業
は
数
脊
性
-v-
帯
び
な
け
れ
ば

、q
u，

ふ
h
v

な
ら
な
い
。
職
業
数
育
は
救
園
の
上
策
で
あ
り
、
職
業
数
育
を
愛
達
さ
せ
る
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
唯
一
の
目
的
で
あ
る
。

と
述
べ
て
、

教
育
の
基
礎
と
も
い
う
べ
き
識
字
教
育
や
義
務
教
育
の
普
及
に
重
黙
を
お
か
な
か
っ
た
。

園
民
教
育
が
未
設
達
な
た

し
か
し
、

締

め
、
夜
拳
を
聞
い
て
も
、
字
を
知
ら
ぬ
献
労
働
者
に
射
す
る
数
育
は
困
難
を
極
め
て
い
る
と
い
う
現
肢
が
あ
る
。
そ
の
た
め
黄
ら
の
教
育
理
論
に

は
、
識
字
教
育
の
問
題
と
い
う
大
き
な
課
題
が
依
落
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

2 

鼠
平
校
制
度
と
指
導
内
容

647 

二
一
年
十
二
月
二
十
一
日
、
新
数
育
共
準
祉

・
新
数
育
雑
誌
社
・
寅
際
教
育
調
査
祉
を
合
併
し
て
設
立
さ
れ
た
中
華
数
育
改
進
祉
の
董
事

制

に
、
察
元
培
・
沼
源
糠

・
郭
乗
文
ら
と
と
も
に
選
出
さ
れ
た
黄
は
、
そ
の
四
日
後
に
敢
育
組
長
に
任
命
さ
れ
る
が
、
「
志
は
祉
舎
の
た
め
に
服
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飼

い
ま
だ
出
馬
す
る
あ
た
わ
ず
」
と
し
て
、
就
任
を
僻
退
し
て
い
る
。
翌
二
二
年
十
月
に
は
、
全
園
数
育
舎
聯
合
禽
第
八
回

大
A
M

聞
の
課
程
標
準
起
草
委
員
に
選
ば
れ
、
二
四
年
九
月
十
三
日
に
は
、
米
園
が
逗
還
す
る
庚
子
賠
款
の
残
除
額
の
使
途
に
関
し
て
組
織
さ
れ
た

制

中
華
数
育
文
化
基
金
董
事
曾
の
委
員
に
任
命
さ
れ
る
な
ど
、
彼
の
数
育
界
に
お
け
る
は
な
や
か
な
活
動
は
績
く
。

と
こ
ろ
で
、
率
制
系
統
の
中
に
お
け
る
買
業
率
堂

・
買
業
開
学
校

・
職
業
同
学
校
等
の
占
め
る
位
置
は
、
如
何
な
る
嬰
化
・
瑳
展
を
と
げ
て
き
た

務
す
る
に
あ
り
て、

の
で
あ
ろ
う
か
。

O
四
年
の
「
笑
卯
皐
制
系
統
」
に
お
い
て
は
謹
徒
皐
堂
は
初
等
小
皐
堂
と
、
初
等
質
業
向
島
ナ
堂
は
中
翠
堂
・
初
等
師
範
皐
堂
と
、
高
等
質
業
向
学

堂
は
優
級
師
範
向
学
堂

・
高
等
摩
堂

・
大
民
平
等
と
、
そ
れ
ぞ
れ
別
箇
の
皐
堂
系
統
を
構
成
し
て
お
り
、
日
本
の
率
制
を
モ
デ
ル
と
し
た
、
い
わ
ば

複
線
型
の
間
半
校
睦
系
を
形
成
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

高
等
小向
学
校
と
、
甲
種
質
業
製
校
は
中
間
学
校
と、

つ
い
で
民
園
成
立
と
と
も
に
制
定
さ
れ
た

「
壬
子
決
丑
皐
制
系
統
」
(
一
二

・
一
一
一
一
年
〉
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
別
箇
の
事
校
系
統
を
形
成
し
て
い
る
。

乙
種
買
業
開
晶
子
校

・
買
業
補
習
同
学
校
は

- 14ー

こ
の
間
学
制
も
ま
た
数
育
界
に
最
大
の
勢
力

同
刊

を
も
っ
沼
源
旅
ら
日
本
留
同
学
生
が
、
数
育
総
長
察
元
培
に
よ
る
欧
米
の
事
校
制
度
を
導
入
せ
ん
と
す
る
主
張
を
退
け
て
、
日
本
の
皐
校
系
統
を

模
倣
す
る
も
の
と
し
て
い
っ
た
。
む
ろ
ん
系
統
の
異
な
る
皐
校
に
準
附
与
す
る
こ
と
も
可
能
で
、
こ
れ
が
後
に
種
々
の
問
題
を
惹
起
す
る
こ
と
に

な
る
。そ

れ
が
二
二
年
の
「
壬
成
準
制
系
統
」
に
至
っ
て
、
首
時
の
中
園
数
育
界
に
大
き
な
影
響
を
興
え
て
い
た
米
園
の
数
育
制
度
で
あ
る
六

・

三

・
三
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
二
二
年
の
「
聞
学
校
系
統
改
革
令
」
に
よ
れ
ば
、
付
小
皐
校
の
高
同
学
年
で
、
地
方
の
情
況
を
劃

酌
し
て
、
職
業
準
備
教
育
を
増
や
す

0
0初
級
中
島ナ
で
は
、
地
方
の
需
要
に
よ
り
、
各
種
職
業
科
を
粂
設
す
る
。
官
高
級
中
皐
で
は
、
地
方
の

情
況
に
感
じ
て
、
山
氏

・
工

・
商

・
家
事
等
の
職
業
科
を
設
置
す
る
。
同
大
拳
お
よ
び
専
門
皐
校
で
は
、
専
修
科
を
附
設
し
て
、
職
業
修
習
を
希

望
す
る
皐
生
を
採
る
。
同
職
業
数
育
を
推
贋
す
る
た
め
、
職
業
数
員
養
成
所
を
酌
設
す
る
、
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
か
ら
の
職

業
製
校
が
存
縮
さ
れ
た
他
に
、
普
通
間
学
校
の
中
に
職
業
数
育
閥
係
の
準
科
が
増
置
さ
れ
、

「普
通
同
学
校
の
職
業
息
子
校
化
」
と
で
も
い
う
べ
き
現



を
み
せ
る
責
は
、

A
司
ザ

ふ
h
vる。 象
が
生
じ
て
き
た
。
こ
れ
は
い
わ
ば
車
線
型
の
皐
校
鐙
系
に
近
い
制
度
へ
と
饗
化
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
欧
米
の
数
育
思
想
や
制
度
に
理
解

か
か
る
職
業
教
育
を
重
視
す
る
、
現
質
的
で
キ
メ
細
か
い
皐
校
健
系
に
劃
し
て
、

大
い
な
る
賛
鮮
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ

Av--
ゃ、‘、

φ
h
A
μ
 

後
述
す
る
よ
う
に
、

一
一
一
一
年
に
「
職
業
皐
校
法
」
が
制
定
さ
れ
、

職
業
皐
校
の
濁
自
性
の
確
立

職
業
数
育
の
不
振
が
績
く
中
で
、

A
リ
ヲ
'n
v、

と、

職
業
教
育
と
普
通
敬
育
と
の
分
離
が
は
か
ら
れ
、
鼠
平
校
鐙
系
は
再
び
惇
統
的
な
複
線
型
へ

と
回
開
し
て
い
く
。

日ア

L
l
イ
の
来
華
に
引
績
い
て
、
二
一
年
に
モ
ン
ロ

ー

9
・
Z
8
8
m〉
、
二
五
年
に
パ

l
カ

1
ス
ト
女
史
(
国
・

3
H
r
z
g
C、
二
七
年
に

キ
ル
パ
ト
リ
ッ
ク
、
と
い
う
よ
う
に
、
米
園
の
有
名
な
数
育
家
が
相
次
い
で
中
園
を
訪
れ
、
教
育
界
に
鮮
烈
な
印
象
と
深
甚
な
影
響
を
輿
え
て

い
っ
た
。
職
業
数
育
運
動
で
も
、
米
固
か
ら
の
影
響
が
最
も
大
き
か
っ
た
。

『
数
育
雑
誌
』
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
職
業
数
育
関
係
の
論
文

・
報

告
な
ど
の
数
か
ら
見
る
と
、
米
園
を
紹
介
し
た
も
の
が
匪
倒
的
に
多
く
、

つ
い
で
か
つ
て
多
数
の
中
園
人
留
筆
生
を
受
入
れ
た
日
本
、
職
業
数

- 15ー

育
の
設
展
の
願
著
な
ド
イ
ツ
、
先
進
工
業
園
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
紹
介
が
緩
い
て
い
た
。

d
H
勾
'nu、

と
り
わ
け
、

職
業
指
導
に
必
要
な
各
種
の
測
験
法
に
関
心
が
集
り
、
ソ
l
ン
ダ
イ
ク
(
肘
・
「
吋

7
0
5
e
z
)
の
書
き
方
尺
度
(書
記
測
験
)

d
a，
 

h
M
Y
 

の
職
業
心
理
皐
を
は
じ
め
、

や
ホ
リ
ン
グ
ワ

l
ス
女
史

(
問
、

.ω
・
国
o
Eロ
阿
君

o
z
r
)

マ
ツ
コ

1
ル

(
巧
・
〉

-znの
と
C
・
シ

l
シ
ョ
ア

数
育
界

・
工
商
界
の
職
業
心
理
測
験
に
劉

A
S，
 
hv 

す
る
関
心
や
理
解
は
き
わ
め
て
低
い
水
準
に
と
ど
ま
り
、
測
験
の
賓
施
例
も
ご
く
少
数
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

A

型
h
u、

「
無
業
者
有
業
、
有
業
者
築
業
」
と
い
う
職
業
数
育
の
最
終
的
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
職
業
指
導
や
職
業
訓
練
が
皐
校
数
育
の
中
で

重
要
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
中
で
小
開
学
校
に
お
け
る
職
業
指
導
に
関
し
て
は
、
見
童
の
遊
戯
衝
動
を
次
第
に
生
産
的
活
動

・
職
業
的
作

伺

業
に
ま
で
高
め
、
開
学
校
を
祉
曾
生
活
の

一
部
と
し
、
作
業
皐
校

・
勤
務
皐
校
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
す
る
主
張
も
一
部
に
見
ら
れ
た
。
だ

Aq 

h
M
V
 

が
、
大
勢
と
し
て
は
、
小
翠
校
に
お
け
る
職
業
指
導
は
職
業
陶
冶
に
重
黙
を
お
く
べ
き
で
あ
り
、
基
礎
的
な
数
育
を
放
棄
し
て
、
責
務
的
な
分

村

野
の
み
を
敬
授
す
る
こ
と
は
墓
ま
し
く
な
い
、
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
中
皐
卒
業
生
で
上
級
皐
校
へ
進
皐
で
き
る
者
は
、
二
四
年
頃
で

3
2岳
O
円
四
〉
ら
の
測
験
法
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
理
論
の
濁
走
に
終
始
し、

649 
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約
一
九
%
と
い
わ
れ

A
申'nv
 

一
部
が
小
皐
校
の
教
員
と
な
る
他
は
、
多
く
は
無
業
の
流
民
と
な
る
、

と
さ
え
い
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
中
間
学
校

で
の
職
業
指
導
の
質
施
が
最
も
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
く
る
。

む
ろ
ん
そ
の
職
業
指
導
は
、

職
業
や
教
育
の
質
情

・
厚
生
の
性
格

・
家
庭
紋

況

・
祉
禽
需
要
等
々
の
調
査
に
基
づ
か
ね
ば
な
ら
ず
、
息
子
生
の
準
路
決
定
に
劃
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
補
助
的
な
地
位
に
と
ど
ま
り
、
主
導
的

d
q
 

hυ
、

地
位
を
占
め
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
「
一
星
期
職
業
指
導
運
動
」
を
提
唱
し、

綿
密
な

「職
業
指
導
具
睦
計
霊
」

を

瑳
表
し
た
劉
湛
思
を
主
任
と
す
る
上
海
職
業
指
導
所
が
、
全
力
を
傾
注
し
た
就
職
指
導
運
動
が
ほ
と
ん
ど
成
果
を
あ
げ
え
な
か
っ
た
こ
と
が
、

制

か
か
る
職
業
指
導
の
現
賀
社
舎
の
中
に
お
け
る
破
綻
を
象
徴
的
に
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
就
職
に
備
え
て
の
職
業
訓
練
も
重
視
さ
れ
た
が
、
不
十
分
な
経
費

・
設
備
、

教
員
の
質
の
悪
さ
、
不
完
全
な
組
織
な
ど
の
た
め
、
ほ
と

合
M
，

あ
臥
V

ん
ど
成
果
を
生
み
だ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
方
、
そ
の
訓
練
の
た
め
に
、
数
育
界
と
買
業
界
と
が
緊
密
に
連
絡
を
と
っ
て
、

宇
工
学
認
の
工

M
W
 

読
協
作
制
を
採
用
す
ベ
し
、
と
い
う
提
言
は
、
多
く
の
共
感
を
呼
ん
だ
が
、
現
買
に
は
、
昔
時
の
企
業
は
い
ま
だ
開
放
的
で
は
な
く
、
皐
生
の

鴎

企
業
に
針
す
る
調
査
で
す
ら
た
び
た
び
拒
絶
さ
れ
、
工
場
貫
習
な
ど
は
思
い
も
及
ば
ぬ
欣
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

野
新
城
は
そ
の
腕
立
高
等
小
皐
堂
で
の
勉
皐
の
回
想
の
中
で
、
開
学
堂
の
受
附

・
宿
直
室

・
厨
房
に
そ
れ
ぞ
れ
人
が
配
置
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、

自
習
室

・
寝
室
そ
れ
ぞ
れ
二
室
ご
と
に
一
人
が
か
し
こ
ま
っ
て
い
て
、
起
居

・
飲
食
、
高
事
に
手
を
と
ら
ん
ば
か
り
で
あ
る
、

と
記
録

制

し
て
い
る
。
か
か
る
清
末
の
皐
堂
風
景
は
ま
た、

民
園
初
期
に
お
い
て
も
基
本
的
に
嬰
化
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
黄
は
か
か
る
特
権

- 16ー

化
し
た
皐
生
の
意
識
質
草
の
た
め
に
、
開学生
を
訓
練
し
て
忍
耐
す
る
こ
と
を
数
え
、
鼠
平生
を
し
て
多
く
の
佐
事
を
さ
せ
、
務
苦
を
習
わ
せ
る
に

そ
う
じ

伺

は
、
全
て
の
漉
掃

・
整
潔
の
事
務
を
校
役
に
委
ね
て、

息一'生
を
し
て
安
坐
し
て
そ
の
成
果
だ
け
を
享
け
さ
せ
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
、

と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
東
南
大
皐
で
の
講
演
の
中
で
、
各
科
の
公
共
的
な
職
業
訓
練
の
目
標
を
、

付
職
業
の
員
の
意
義
は
祉
舎
に
服

務
す
る
こ
と
で
あ
る
と
理
解
さ
せ
る
。
∞
誠
氏
の
道
徳
を
養
成
す
る
。
伺
勤
務
の
習
慣
を
養
成
す
る
。
帥
互
助
合
作
の
精
神
を
養
成
す
る
。
伺

服
従
の
美
徳
を
養
成
す
る
。
内
身
を
投
じ
よ
う
と
す
る
職
業
社
舎
に
適
合
す
る
正
首
な
習
慣
を
養
成
し
、
興
え
る
に
穏
健
改
準
の
精
神
を
も
っ

て
す
る
。
他
健
康
な
身
世
を
養
成
す
る
。
刊
臆
用
的
知
識
に
十
分
精
通
せ
し
め
る
。

ω職
業
に
劃
す
る
繁
趣
を
養
成
す
る
。

制
そ
の
世
界
観
と



紛

人
生
観
を
養
成
す
る
、
と
掲
げ
て
い
る
。
彼
の
育
成
を
希
草
す
る
人
材
の
理
想
像
は
、

い
わ
ば

「資
本
に
と
っ
て
の
期
待
さ
れ
る
第
働
者
像
」

と
で
も
稿
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
卒
業
生
に
劃
し
て
要
求
さ
れ
る
職
業
道
徳
に
は
、
忍
耐

・
濁
立
自
営

・
勤
倹

・
信
用

・
正
直
・
創
造
力
・

喜
務
働

・
協
同

一

制

し

っ

と

お

と

し

い

れ

る

が

ん

こ

わ

が

ま

ま

に

せ

も

の

ふ

さ

致

・
自
治

・
責
任
心
等
々
が
あ
り
、
歓
迎
さ
れ
ざ
る
性
格
に
は
、
妬
忌

・
傾

乳

・
剛
慢
・
反
抗
・
自
私
・
歎
人

・
貧
小

・
懐
冒

・
失
信
・
敷

じ
め

鱒

街
・
妓
滑

・
刻
薄
、
と
い
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
中
華
職
敬
社
が
資
本
家
に
射
し
て
、
一
般
職
業
拳
校
の
卒
業
生
勤
務
紋
況
に
闘
す
る
ア

お

そ

ま

っ

け

い

そ

っ

ン
ケ

l
ト
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ
の
回
答
に
は
、
文
理
依
遁

・
書
法
悪
劣
或
溌
草

・
計
算
遅
鈍

・
英
語
不
移
用

・
太
歯
葬
・
乏
責
任
心

・
乏
決

か
ん
し
ゃ
く
も
ち

断
力
・
有
始
無
終
・
飲
乏
経
験

・
任
事
依
乏
興
味
・
不
願
聴
人
指
揮

・
遇
事
敷
街

・
理
想
太
遠

・
牌
気
太
大
・
限
界
太
高

・
計
算
薪
俸

・
好
大

倒

言
、
等
々
の
歓
黙
を
指
摘
し
て
く
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
以
上
よ
り
、
職
業
道
徳
に
閲
し
て
は
、
資
ら
数
育
関
係
者
の
養
成
目
標
と
、
資
本
の

側
が
卒
業
生
に
劃
し
て
要
求
し
て
く
る
内
容
と
が
、
基
本
的
に

一
致
し
て
く
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

3 

職
業
数
育
の
質
態
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し
か
し
な
が
ら
、

各
種
職
業
率
校
の
指
導
の
貫
態
は
、
職
業
数
育
推
進
者
の
理
想
や
資
本
の
側
の
願
望
を
打
援
す
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。

園
家
主
義
者
の
唐
毅
は
、

農
を
皐
ぶ
闘
争
生
は
ハ
ダ
シ
に
な
り
て
回
に
入
る
を
嫌
ひ
、
工
を
思
ナ
ぶ
畢
生
も
手
に
ハ
ン
マ
ー
を
握
る
を
好
ま
な
い
。
昆
虫
を
皐
ぶ
皐
生
は
雨
手
を
ズ
ボ
ン
の

ポ
ケ
ッ
ト
に
揺
入
し
、
由
民
夫
を
呼
び
て
樹
上
の
虫
を
捉
へ
さ
せ
、
土
工
を
数
ふ
る
教
師
は
別
に
大
工
を
雇
ひ
て
カ
ン
ナ
を
磨
か
せ
る
。
今
日
の
我
が
職
業
皐

一
般
者
が
職
業
準
校
を
以
て
普
通
皐
校
と
同
一

一周
す
る
こ
と
は
、
寅
に
怪
し

校
は
、
韻
書
の
外
、
ロ
を
動
か
す
の
み
で
手
を
働
か
せ
ざ
る
戯
れ
の
み
多
く
、

帥

む
に
足
り
な
い
。
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と
述
べ
て
お
り
、
資
も
職
業
教
育
が
有
名
無
質
化
し
、
停
滞
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
職
業
数
育
も
初
期
の
熱
烈
な
提
唱

・
推
進
の
時

代
を
過
ぎ
て
四
、
五
年
た
つ
と
、

翠
校
組
織
は
法
に
合
わ
ず
、
設
備

・
人
材
は
充
質
せ
ず
、
技
能
訓
練
は
軽
ん
ぜ
ら
れ
、
普
通
科
目
と
書
物
の
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知
識
が
重
視
さ
れ
す
ぎ
た
た
め
、

職
業
数
育
め
名
目
の
み
が
あ
っ
て

買
を
具
え
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
朕
態
に
陥
つ
て
い
協
。

三

O
年
の

「教
育
部
訓
令
」
も
ま
た

調
べ

て
み
る
と
わ
が
園
は
興
率
三
十
年
。
し
か
し
な
が
ら
祉
舎
の
生
産
は
落
後
し、

人
民
の
生
計
の
窮
迫
は
、
日
々
に
甚
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は

普
通
皐
校
が
先
に
職
業
教
育
を
重
税
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。土
日
の
甲
乙
種
貸
業
皐
校
、

今
の
職
業
製
校
の
ご
と
き
は
、
ま
た
往
々
に
し
て
経
済
人
材
に

限
定
し
て
書
物
の
み
で
授
業
を
し
、
紹
え
て
工
作
食
習
は
少
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
皐
生
は
卒
業
後
も
、
な
お
賞
際
工
作
の
技
能
を
も
っ
て
、
各
種
の
生
産
事

業
に
従
事
す
る
こ
と
が
な
い
。
普
通
中
小
皐
の
課
程
の
中
に
は
、
手
工

・
農
業

・工
業
等
の
科
目
が
あ
る
が
、
そ
の
質
情
を
調
べ
て
み
る
と
、
大
陸
は
浅
薄

空
乏
で
あ
っ
て
、

数
民
平
数
率
に
自
ら
い
う
べ
き
こ
と
が
な
い
。

と
職
業
教
育
の
空
洞
化
を
率
直
に
認
め
て
い
る
。

四
二
箇
所
、
二
五
年
に
一
、

職
業
数
育
機
関
の
数
量
に
閲
し
て
み
て
も
、
表
1
に
掲
げ
た
よ
う
に
、

伺

五
一
八
箇
所
と
順
調
に
増
加
し
て
い
る
。
だ
が
、
三
一
年
に
は
わ
ず
か
一
四
九
箇
所
に
激
減
す
る
。
実
は
清
末
の

一
二
年
の
四
二
五
箇
所
が

一
六
年
に
五
二
五
箇
所
、
二
一
年
に
八
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光
緒

・
宣
統
年

聞

に

も

及

ば

ず

、

だ

が

、

職

業

教

育

機

関

に

針

す

る

概

念

が

統

一
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
職

業
教
員
養
成
所
・

職
業
補
習
準
校
等
を
含
め
る
か
否
か
が
不
明
で
あ
り
、
各
省
よ
り
教
育
部
へ
正
確
な
数
字
が
報
告
さ
れ
た
か
否
か
、
と
い
っ

一
落
千
丈
で
あ
る
と
慨
嘆
す
る
。

た
問
題
も
あ
っ

て
、
職
業
数
育
機
開
放
が
短
期
間
に
十
分
の

一
に
激
減
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
陳
青
之
は
こ
の
聞
の
貫
情
を
、

職
業
教
育
は
表
面
的
に
は
着
々
と
成
功
し
て
い
る
か
に
見
え
る
が
、
内
容
は
腐
敗
し
、
方
法
は
機
械
的
で
、
文
雅
な
園
民
に
卑
し
め
ら
れ
て
い

責
炎
培
は
か
か
る
衰
頚
現
象
を
見
て

制

が
、
そ
の
運
動
の
苦
心
は
見
る
べ
き
で
あ
る
、
と
評
し
て
い
る
。

過
去
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

る
。
さ
ら
に
革
命
高
潮
の
こ
の
時
期
、
青
年
準
生
は
多
く
が
政
治
工
作
に
参
加
し
て
、
「
機
械
的
職
業
数
育
」

「大
職
業
数
育
主
義
」

は
ま
す
ま
す
相
手
に
さ
れ
ず
、

を
標
携
し
て
、

額
勢
を
挽
回
せ
ん
と
し
た

と
こ
ろ
で
、

責
の
い
う
「
大
職
業
数
育
主
義
」
と
は
、
要
す
る
に
、

職
業
敬
育
運
動
は
教
育
界
と
買
業
界
の
合
作
に
よ
る
一
大
社
曾
運
動
と

な
る
べ
き
で
あ
り
、
も
は
や
職
業
数
育
と
非
職
業
教
育
と
を
区
別
す
る
時
代
で
は
な
く
、
す
べ
て
を
含
め
た
大
運
動
と
な
る
べ
き
で
あ
側
、
と



い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
そ
の
後
「
大
職
業
敬
育
主
義
」
が
盛
ん
に
宣
博
さ
れ
た
と
い
う
記
事
は
、
見
出
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

農
業
数
育
と
女
子
職
業
敬
育
と
は
、
職
業
教
育
運
動
推
進
の
中
で
、
最
も
立
遅
れ
、

最
も
困
難
な
問
題
を
抱
え
た
分
野
で
あ
っ
た
。

表
2
J
5
の
甲
種
質
業
皐
校
・
農
業
皐
校
等
に
闘
す
る
統
計
数
字
は
、
年
度

・
調
査
方
法
等
の
異
な
る
、

あ
る
面
で
は
不
完
全
な
数
字
で
あ

か
か
る
数
字
か
ら
で
も
、
ハ
門
農
業
開学校
も
質
業
皐
校
も
と
も
に
上
級
拳
校
へ
の
進
開
筆
者
が

一
O
%
を
こ
え
、
。
表
3
・
4
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
数
員
と
な
る
者
が
二
五
%
前
後
を
占
め
、
日
開
未
就
職
も
比
較
的
多
く
、
脚
本
来
の
目
的
で
あ
る
買
業
界
へ
の
就
職
率
が
相
針

る
。
し
か
し
、

的
に
低
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

制

農
民
の
大
多
数
は
自
己
の
職
業
を
嫌
悪
し
、
他
の
職
業
に
羨
診
一
一
の
念
を
抱
い
て
い
る
。
そ
の
子
弟
も
ま
た
農
業
を
皐
ぶ
こ
と
を
好
ま
ず
、
農

制

業
向
学
校
へ
入
摩
す
る
者
は
、
大
多
数
が
向
島
子
力
不
振
で
、
師
範
拳
校
や
中
皐
校
に
入
皐
で
き
な
い
者
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
般
大
衆
の
中
に
「
心

ω
 

を
務
す
る
者
は
人
を
治
め
、
力
を
州
労
す
る
者
は
人
に
治
め
ら
れ
る
」
と
い
う
停
統
的
観
念
が
根
を
は
り
、
彼
ら
は
官
に
な
る
こ
と
は
至
高
無
上

伺

の
職
業
で
あ
り
、
農

・
工

・
商
に
従
事
す
る
こ
と
は
無
酬
の
事
業
で
あ
っ
て
、
や
む
を
得
ず
こ
れ
に
従
事
す
る

と
考
え
て
い
た
。
し
た
が
っ

て、

父
兄
が
子
弟
を
進
翠
さ
せ
る
の
は
、
卒
業
後
に
官
途
に
つ
く
こ
と
を
期
待
し
て
で
あ
り
、
向
学
生
自
身
も
か
か
る
志
向
を
も
っ
て
い
る
。
加

え
て
、
都
市
の
生
活
程
度
は
日
々
に
高
く
な
り
、
例
え
ば
、
中
皐
生
の
勉
翠
と
生
活
に
要
す
る
費
用
は
、
年
に
一
五
O
J
五
O
O
元
に
及
ぶ
。
そ
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よ
く
こ
の
経
費
を
捻
出
で
き
る
の
は
資
産
家
で
、
地
方
で
は
相
嘗
の
名
望
が
あ
り
、
そ
の
祉
曾
的
地
位
を
保
持
す
る
た
め
に
も
、
子
弟

M
W
 

が
労
力
を
も
っ
て
生
活
を
謀
る
こ
と
を
願
わ
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
比
較
的
経
費
の
安
い
と
い
わ
れ
る
農
業
皐
校
で
も
、
各
種
農
校
の
回
答

一
O
数
元
か
ら
六
O
元
に
及
ん
で
い
た
。
だ
が
、
こ
の
額
を
も

し
て
、

に
よ
れ
ば
、
二
O
年
頃
の
摩
生

一
人
一
年
間
の
摩
費
な
ど
諸
経
費
の
合
計
は
、

っ
て
し
て
も
、

多
く
の
貧
し
い
農
民
に
と
っ
て
は
多
額
の
負
措
で
あ
り
、
子
弟
を
か
か
る
事
校
に
迭
込
む
だ
け
の
除
裕
は
な
か
っ
た

の
で
あ

る

653 

ま
た
清
末
嘗
時
の
女
子
の
職
業
観
・
数
育
観
と
し
て
は
、
付
女
子
の
職
業
界
に
入
る
の
は
、

た
ん
に
利
益
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を



逐
し
、
賃
金
を
低
下
さ
せ
る
だ
け
だ
か
ら
、
作
家
凶
用
の
方
法

・
家
庭
教
育
の
知
識
が
、

口
賀
に
家
庭
を
離
れ
、
濁
立
を
主
張
せ
ん
と
す
る
に
至
り
、
出
産

・
育
児
に
多
く
の
障
害
を
も
た
ら
す
。
。
女
工
の
数
の
増
加
は
、
男
工
を
放

今
日
の
女同年
の
先
務
で
あ
る
、
と
す
る
も
の
が
一
般
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的
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、

職
業
教
育
運
動
の
設
展
の
中
で
、
女
子
職
業
教
育
に
射
す
る
閲
心
も
少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
く
る
。

力
は
、
師
箱
教
育
や
職
業
教
育
に
最
も
泊
し
て
い
る
」

と
か
、
女
子
に
職
業
教
育
を
施
す
こ
と
は
、

日
そ
の
子
供
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
」
と
い
っ
た
主
張
も
生
ま
れ
て
く
る
。
し
か
し
、

「女
子
の
能

「
自
身
に
関
係
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
他

そ
の
賀
態
は
、
女
将一'
校
の
卒
業
生
で
祉
禽

に
出
て
活
眼
す
る
者
が
、
ほ
ぼ
師
細
胞学校
卒
業
生
で
教
育
界
に
入
る
者
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
他
の
分
野
に
は
ほ
と
ん
ど
準
出
で
き
な
か
っ
た

附
叫

の
で
あ
る
。
三
0
年
度
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
全
閣
の
女
子
職
業
率
校
は
全
部
で
六
九
箇
所
で
、
全
く
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
学
科
は
た
レ

て
い
斌
桑

・
純
初

・
刺
繍

・
家
事

・
用
探
査

・
給
萱

・
紡
績

・
染
織

・
陸
用
化
等

・
謹
術

・
助
産

・
工
器
等
々
で
あ
っ
て
、
家
政
科
方
面
が
主

し
か
も
卒
業
後
も
技
術
を
生
か
せ
る
分
野
に
進
出
で
き
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
「
女
子
を
改
造
し
て
モ
ダ
ン
な
奴
隷
と
し
て
閏
聞
の

附川

中
に
送
り
こ
み
、
千
年
一

系
あ
い
承
け
る
附
席
生
活
を
度
ら
せ
る
」
結
果
に
終
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
良
妻
賢
母
教

川
川

脊
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

流
で
あ
り
、
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附
叫

工
業
製
校
の
賀
態
も
世
柴
崎
'
校
の
そ
れ
と
大
差
な
く
、

た
だ
商
業
門学
校
の
み
は

講
義
が
多
く
て
買
習
が
少
な
く
、

教
員
を
招
聴
し
や
す

皐
校
数
の
増
加
が
め
ざ
ま
し
か
っ
た
。

し
か
し
、
わ
ず

く
、
多
く
の
設
備
を
必
要
と
し
な
い
上
に
、
比
較
的
就
職
が
容
易
で
あ
っ
た
た
め
に
、

か
な
貫
習
は
遊
戯
に
等
し
く
、
中
に
は
準
準
を
買
物
と
す
る
皐
校
も
見
ら
れ
、
商
業
数
育
も
ま
た
そ
の
本
来
の
存
在
債
値
を
失

っ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

現
在
の
わ
れ
わ
れ
に
は
、

蛍
時
の
職
業
明
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
た
数
科
書
の
内
容
を
沙
問叫
し、

検
討
す
る
手
段
は
な
い
。
だ
が
、

向
と
し
て
、
そ
の
貧
弱
さ
は
動
か
ル
が
た
い
事
買
で
あ
り
、
そ
の
原
因
は
、

編
集
人
材
に
乏
し
く
、

需
要
量
が
少
な
い
た
め
に
、
各
出
版
社
が

全
力
を
傾
注
し
な
い

こ
と
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
前
義
中
心
の
授
業
内
容
も
魅
力
に
乏
し
く
、

内
容
は
、

受
講
す
る
皐
生
を
嫌
悪
さ
せ
る
ば
か
り
で
あ
っ
削
。

一
般
的
傾

現
賀
社
舎
に
適
用
で
き
ぬ
、
買
際
的
で
な
い
そ
の



附
属
工
場
に
良
好
な
設
備
の
な
い
工
業
向
学
校
。
貫
習
の
た
め
の
お
粗
末
な
商
庖
し
か
も
た
ぬ
商
業
皐
校
。
慶
大
な
質
習
農
場
を
も
た
ぬ
農
業

開
学
校
。
か
か
る
現
象
は
普
遍
的
な
も
の
で
あ
川
、
そ
の
原
因
は
ひ
と
え
に
経
費
不
足
に
あ
っ
た
。
職
業
数
育
提
唱
の
頃
か
ら
、
経
費
不
足
の
解

決
は
主
張
さ
れ
て
き
た
が
、

設
備
が
不
十
分
な
だ
け
で
な
く

数
員
の
給
料
も

事
態
は
改
善
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
悪
化
の

一
途
を
た
ど
り
、

七
、
八
箇
月
に
わ
た
っ
て
飲
配
さ
れ
る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
向
。
だ
が
、
中
華
職
敬
社
と
し
て
も
、
中
華
職
業
間
学
校
の
設
立
五
高
元
募
金
活
動
を

展
開
し
た
り
、
農
科
大
準
八
箇
所
設
立
計
霊
で
は
、
設
立
費
用
に
庚
子
賠
款
の
返
還
金
の
一
部
を
充
嘗
す
る
よ
う
に
政
府
に
請
願
す
る
こ
と
し

か
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
牢
回
と
し
て
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
俸
統
的

・
文
雅
的
数
育
へ
の
志
向
性
と
職
業
蔑
視
観
が
、
職
業
教
育
運
動
の
前
途
に

E
大
な
障
害

物
と
し
て
立
ち
ふ
さ
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
事
買
を
指
摘
す
る
史
料
も
多
い
。
ま
た
先
の
保
定
の
郷
村
師
範
の
某
校
長
が
、
半
工
半

讃
制
度
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
、
翠
生
た
ち
の
大
反
針
を
受
け
、
校
長
を
駆
逐
す
る
風
潮
が
護
生
し
た
。
そ
の
時
、
準
生
た
ち
は
、
彼
ら
の
入

皐
目
的
は
書
を
讃
む
た
め
で
あ
っ
て
、
務
働
を
す
る
た
め
で
は
な
い
、
と
宣
言
し
た
。

こ
れ
は
嘗
時
の
一
般
皐
生
の
意
識
を
象
徴
的
に
示
す
事
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件
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

職
業
教
育
は
し
ば
し
ば
人
聞
を
手
段
覗
す
る
傾
向
を
も
ち
、
陳
青
之
が
「
機
械
的
」
と
稀
し
た
側
面
も
あ
っ
て
、
職
業
指
導
を
除
く
他
の
分

野
で
の
筆
生
の
主
健
性
の
喚
起
は
、
ほ
と
ん
ど
等
閑
に
附
さ
れ
、
数
育
救
園
論
の
立
場
よ
り
、
政
治

・
祉
曾
を
考
え
、
語
る
こ
と
を
許
さ
ぬ
雰

園
気
は
、
青
昨
男
女
に
と
っ
て
、
は
な
は
だ
魅
力
に
乏
し
い
存
在
で
し
か
な
か
っ
た
。
「
精
神
制
労
働
と
肉
睦
務
働
の
止
揚
」
を
め
ざ
し
た
留
法

勤
工
俄
翠
運
動
が
追
求
し
た
よ
う
な
高
い
思
想
性
と
理
想
を
、
青
年
た
ち
に
提
供
し
え
な
か
っ
た
職
業
教
育
運
動
は
、
結
局
、
牢
固
と
し
て
抜

く
べ
か
ら
ざ
る
停
統
的
な
敬
育
観
と
職
業
翻
を
打
破
す
る
だ
け
の
原
動
力
は
も
ち
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

む
ろ
ん
職
業
数
育
関
係
者
は
、
か
か
る
祉
曾
意
識
の
襲
革
を
め
ざ
す
努
力
を
放
棄
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
「
職
業
榊
聖
」
「
職

業
卒
等
」
意
識
の
確
立
と
普
及
の
試
み
は
、
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

禁
元
培
は
、
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わ
が
国
は
古
よ
り
以
来
、
職
業
観
念
の
錯
誤
に
よ
っ

て
、
人
材
を
埋
自
は
さ
せ
て
き
た
。
職
業
に
貴
賎
大
小
な
く
、
い
ず
れ
も
卒
等
で
あ
っ

て
、
人
々
に
有
利



656 

な
る
も
の
を

正
品

な
職
業
と
な
す
を
知
る

"" き
で
あ
る川

と
訴
え
、
資
炎
培
も、

職
荒
神
聖
の
皐
泌
を
極
力
提
唱
し、

職
業
卒
等
の
精
一
刷
を
設
揮
し
、
つ
と
め
て
ま
ず
普
通
教
育
に
そ
の
基
礎
を
植
え
れ
ば
、
有
数
で
な
い
と
い
え
よ
う
例
。

と
主
張
す
る
。
職
業
に
到
す
る
偏
見
を
取
除
き
、
大
衆
の
心
に

が
、
そ
れ
以
上
の
設
展
は
な
く
、
結
局
は
ス

ロ
ー
ガ
ン
倒
れ
に
終
り
、
賀
り
あ
る
成
果
を
残
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

「
職
業
に
貴
賎
な
し
」
の
意
識
を
扶
植
せ
ん
と
す
る
主
張
は
他
に
も
見
ら
れ
る

4 

抗
日
戦
争
期
の
職
業
数
育

職
業
教
育
運
動
は
、

一
定
の
社
合
的
意
味
を
も
つ
こ
と
を
目
標
と
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
結
局
は
「
無
業
者
有
業
、
有
業
者
築
業
」
と

い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
個
人
の
生
計
問
題
に
枚
数
さ
れ
て
し
ま
う
傾
向
を
も
っ
て
い
た
。
寅
に
よ
る
「
大
職
業
教
育
主
義
」
の
提

唱
は
、
か
か
る
傾
向
の
克
服
の
た
め
に
、
社
舎
と
の
開
運
性
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
数
育
界
の
公
認
を
得
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

刊

川

四

川

岬

し
か
し
、

職
業
教
育
論
の
中
に
は
園
家

・
民
族
の
問
題
を
強
調
す
る
主
張
も
生
ま
れ
、
や
が
て
「
生
産
数
育
」
と
い
う
名
で
康
く
提
唱
さ
れ
る

22ー

に
至
る
。

第
ら
が
中
心
と
な
っ
て
渡
展
さ
せ
た
こ
の
運
動
に
は
、

「
生
産
行
動
数
育
」
を
提
唱
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

判
叫

ソ
連
の
「
務
働
生
産
数
育
理
論
」
の
影
響
が
み
ら
れ
制
。
ま
た
中
園
教
育
皐
舎
の
設
定

し
た
生
産
教
育
の
目
標
に
、
ハ
門
社
命
日
生
産
の
意
義
を
了
解
さ
せ
る
。
同
社
禽
生
産
の
技
能
を
培
養
す
る
。

同
社
禽
生
産
の
人
格
を
訓
練
す
刷
、

二
六
年
、
贋
東
園
民
政
府
教
育
行
政
委
員
舎
委
員
許
崇
清
が、

陶
行
知

・
好
新
城

・
曹

こ
の
運
動
は
祉
禽
性
を
極
度
に
強
調
し
た
教
育
方
針
を
も
っ
て
い
た
。
社
禽
的
生
産
の
護
展

・
園
計
民
生
問
題
の
解
決
に
着

眼
し
、
祉
舎
を
出
護
貼
と
し
、
枇
禽
本
位
で
あ
る
と
い
う
生
産
数
育
理
論
は
、
日
本
帝
園
主
義
の
侵
略
に
よ
っ
て
、
衣
第
に
深
刻
化
す
る
民
族

的
危
機
を
乗
切
る
た
め
に
提
唱
さ
れ
た
理
論
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
現
買
の
数
育
活
動
の
中
で
、

と
あ
る
よ
う
に
、

生
産
教
育
は
職
業
数
育
と
異
な

る
方
法
論
を
、

つ
い
に
生
み
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。



日
中
戦
争
は
泥
沼
の
混
戦
状
態
に
陥
り
、
論
陥
直
・
遊
撃
匡
で
の
職
業
数
育
は
、
ほ
と
ん
ど

が
停
止
さ
れ
、
四
川
・
雲
南
・
侠
西
・
甘
粛
・
寧
榎
・
青
海
・
慶
西
な
ど
の
諸
省
を
中
心
に
職
業
数
育
が
纏
績
さ
れ
た
と
は
い
え
、
三
九
年
頃

に
は
、
全
世
の
約
四
割
が
閉
校
を
除
儀
な
く
さ
れ
制
。
か
か
る
情
況
の
中
で
、
職
業
数
育
の
内
職
す
る
諸
問
題
の
解
決
は
、

戦
後
に
持
ち
こ
さ

し
か
も
、
車
溝
橋
事
件
(
七
・
七
事
後
〉
以
降
、

れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
数
育
高
能
論
」
す
な
わ
ち
「
教
育
救
園
論
」
は
、
次
第
に
影
が
薄
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、

依
然
と
し
て
数
育
界
人
士
の
意
識
と

教
育
は
政
治
か
ら
濁
立
す
べ
し
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た

噛
岬

が
、
現
賀
社
舎
を
鋭
く
反
映
す
る
も
の
で
は
あ
り
え
て
も
、
貫
際
の
饗
革
能
刀
を
ほ
と
ん
ど
も
た
ぬ
数
育
活
動
に
、
質
草
と
救
園
の
全
面
的
な

可
能
性
を
期
待
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
局
は
大
い
な
る
幻
想
を
ま
き
散
ら
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

刈叫

早
く
か
ら
数
育
に
お
け
る
「
職
業
主
義
」
を
提
言
し
て
い
た
陳
濁
苅
は
、
政
治
を
直
視
し
、
政
治
と
数
育
の
関
連
性
を
認
識
す
べ
き
で
あ

哨
刈別
、
と
数
育
界
に
訴
え
た
。
だ
が
、
そ
の
撃
は
五
回
以
後
奔
流
と
な
っ
て
中
闘
に
流
入
し
て
き
た
米
園
の
新
教
育
理
論
が
数
育
界
を
魅
了
す
る

行
動
を
支
配
し
て
い
た
。
職
業
数
育
運
動
に
特
徴
的
な

「数
育
救
園
論
」
t主

か
き
治
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
員
の
意
味
で
の
「
数
育
救
園
論
」
の
克
服
を
め
ざ
す
闘
い
は
、

汎
に
展
開
さ
れ
た
「
武
訓
侍
」
批
判
運
動
と
、
陶
行
知
数
育
思
想
批
剣
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
』

黄
は
職
業
教
育
運
動
提
唱
嘗
時
か
ら
、
児
童
に
愛
園
心
を
酒
養
す
る
に
は
、
園
恥
に
開
す
る
数
材
を
採
用
す
ベ

し
、
と
主
張
し
て
い
た
が、

そ
の
愛
園
的
姿
勢
は
基
本
的
に
饗
化
す
る
こ
と
な
く
、
三
二
年
の
上
海
事
饗
勃
震
に
際
し
て
は
、
種
類
初
・
史
量
才
ら
と
と
も
に
地
方
維
持
曾

(ま
も
な
く
「
上
海
地
方
協
曾
」
と
改
名
)
を
組
織
し、

軍
需
に
供
薩
せ
ん
と
し
た
。
さ
ら
に
三
六
年
に
著
し
た
『
萄
遁
』
の
中
で
、

五
0
年
代
初
頭
、
康
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中
で
、

「一

方
で
園

一
方
で
生
産
し
、
も
っ
て
園
防
に
従
事
せ
ん
」
と
呼
び
か
け
た
彼
は
、
三
七
年
の
七
・
七
事
饗
以
後
、
抗
日
救
園
運
動
に
挺
身
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
た
だ
そ
の
愛
図
的
姿
勢
は
、
あ
く
ま
で
も
反
目
的
で
あ
っ
て
、
反
欧
米
的
で
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

判
叫

な
い
。
そ
の
後
も
重
慶
で
職
業
数
育
に
携
わ
り
な
が
ら
、
園
民
黛
サ
イ
ド
よ
り
愛
園
主
義
を
鼓
吹
し
、
抗
戦
に
協
力
し
て
き
た
彼
が
、
四
五

刊刷叫

年
、
補
輔
成
・
冷
透

・
停
斯
年

・
左
舜
生

・
章
伯
鈎
と
と
も
に
、
延
安
に
毛
淳
東
を
訪
ね
て
曾
見
し
て
よ
り
、
，
次
第
に
中
園
共
産
業
に
劃
す
る

結
し
つ
つ
、

657 



653 

認
識
を
改
め
、
民
主
建
園
舎
の
組
織
に
加
わ
り
、
政
治
協
商
曾
議
第

一
回
全
佐
倉
議
に
参
加
し
て
い
く
の
で
あ
り

む

す

び

責
炎
培
は
米
園
の
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ズ
ム
数
育
思
想
を

「寅
用
主
義
」
の
名
で
導
入
せ
ん
と
し
た
先
騒
者
の

一
人
で
あ
り
、
こ
の
数
育
思
想
が

民
園
初
期
の
祉
舎
の
中
で
は
た
し
た
進
歩
的
役
割
を
否
定
し
さ
る
こ
と
は
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
。
質
用
主
義
数
育
と
そ
れ
を
縫
承

・
護
展
さ
せ

た
職
業
教
育
運
動
と
は
、
中
闘
の
従
来
の
侍
統
的

・
文
雅
的
・
形
式
的
な
数
育
盟
系
の
絞
陥
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
個
人
の
生
計
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
現
質
的

・
具
鐙
的
な
数
育
方
法
の
採
用
を
提
唱
し
た
。
か
か
る
教
育
運
動
は
、
中
園
数
育
近
代
化
の
先
腫
的
運
動
で
あ
り
、
五

四
時
期
の
新
文
化
運
動
の
一
端
を
捨
い
え
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
社
舎
の
現
質
よ
り
出
瑳
し
た
は
ず
の
職
業
数
育
運
動
が
、
政
治
的

・
社
舎
的

質
草
へ
の
道
を
自
ら
閉
ざ
す
「
数
育
救
園
論
」
的
立
場
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
貫
を
直
視
し
、
そ
の
矛
盾
や
問
題
船
舶
を
鋭
く
把
握
し
、
指
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摘
す
る
覗
貼
を
失
い
、
結
局
、
停
滞
を
除
儀
な
く
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
無
味
乾
燥
な
、
魅
力
に
乏
し
い
職
業
数
育
の
指
導
内
容
は
、
そ
こ

に
準
ぶ
皐
生
に
決
拶
一
吾
朗
ハ
え
、
さ
ら
に
職
業
指
導

・
職
業
訓
練
の
不
十
分
さ
は
、
民
族
産
業
の
求
め
る
有
能
な
中
級
M

労
働
者
の
創
出
に
ほ
と
ん

ど
つ
な
が
ら
な
か

っ
た
。
職
業
数
育
運
動
は
、
打
倒
す
べ
き
針
象
で
あ
っ
た
停
統
的
な
数
育
翻
と
職
業
翻
の
た
め
に
、
逆
に
窒
息
さ
せ
ら
れ
て

し
ま
い
、

中
華
職
敬
社
の
枇
員
数
の
柑
加
や
、
中
華
職
業
皐
校

・
職
業
補
習
皐
校
の
規
模
の
棋
大

・
震
展
も
、
全
鎧
的
規
模
よ
り
見
れ
ば
、
な

お
微
々
た
る
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
民
族
産
業
の
育
成
に
協
カ
し
、
列
強
の
侵
略
と
牧
奪
に
抗
せ
ん
と
し
た
責
ら
職
業
教
育
関

係
者
の
意
固
と
努
力
は
評
債
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

註

(
以
下
、

『数
背
雑
誌
』
は
敬
、

『新
数
育
』
は
新
、

『
東
方
雑
誌』

は
葉
、
と
略
す
。
ま
た
数
字
は
、
径
数
と
鋭
敏
を
そ
れ
ぞ
れ
一
示
す
J

ω
願
質
「
論
普
通
数
育
輿
質
業
数
育
之
分
途
」
敬
一
一
一
l
三
。
殿
復

「貸
業

教
育
」
東
一一一ーー七、

参
照
。

ω
a
u新
城
『
近
代
中
園
教
育
思
想
史
』

上
海
中
華
書
局
、

二
四

O
頁
。

一九
二
九
年
、
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川

w

陶
英
恵
『
奈
元
培
年
譜
〈
上
)
』
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九

七
六
年
、
八
三
J
八
四
頁
。
策
炎
培
「
敬
悼
吾
師
菜
子
民
先
生
」
(
孫
常

熔
編
『
奈
元
培
先
生
全
集
』
憂
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
六
八
年
、
て
四

九
六
頁
。
〉

川
W

黄
『
紅
桑
』
展
笠
岡阿
刊
位
、
一
九
五
四
年
、
四
七
頁
。

仙
W

E

司
同
0
・匂
司
同
O
H
H
く
の
同

L
E
h
w〈
o-
・
5
・

2
・
〈
・
の
「
黄

炎
培
出

E
口
問
ペ

g
七£
L

の
項
、
参
照
。

帥
さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う
『
中
園
人
日
本
留
摩
史
』
く
ろ
し
お
出
版
、
一

九
七

O
年
、
一
四
七
頁
。
た
だ
し
黄
が
ど
の
皐
校
に
入
摩
し
た
か
は
不

明。

明
資
「
我
親
身
経
歴
的
辛
亥
革
命
事
質
」
(
『辛
亥
革
命
回
憶
録
』
中
華
書

局
、
一
九
六
一
年
、
第
一
巻
、
所
牧
)
お
よ
び
『
人
民
日
報
』

一
九
六
五

年
十
二
月
二
十
五
日
「
首
都
各
界
公
祭
寅
炎
培
副
委
員
長
、
朱
委
員
長

・

周
恩
来
・
郵
小
卒
等
賠
祭
、
劉
率

一
致
悼
詞
」
多
照。

制

丁
致
勝
編
『
中
園
近
七
十
年
来
教
育
記
事
』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
五

年
、
四
二
一良。

仰
向
前
、
四
七
頁
。

同
賞
「
賞
用
主
義
産
出
之
第
一
年
」
数
七
|
一
。

ω
『
中
華
数
育
界
』
民
一
一
1

一一

。
お
よ
び
数
五
|
七
、
所
牧
。

M
W

陳
啓
天
『
近
代
中
園
教
育
史
』
翠
浴
中
華
書
局
、
一

九
六
九
年
、
第
一

一二
重ー。

帥

前

掲

『察
元
培
先
生
全
集
』
四
五
三
頁
。

帥
『
民
立
報
』
民
園
元
年
四
月
十
六
日
「
民
園
敬
育
方
針
嘗
採
質
利
主

義」。

帥
爽
「
考
察
本
図
敬
一
育
筆
記
」
数
六
|
て

参
照
。

帥
責
「
滋
美
随
筆
」
数
七
|
八
。
郭
延
護
筆
記
「
責
炎
培
君
調
査
美
園
教

育
報
告
」
敬
八
|
四
・
六
。

制
前
掲
「
滋
美
随
筆
L

。

帥
銚
蓬
子
『
批
判
胡
遁
賞
用
主
義
的
反
動
性
和
反
科
皐
性
』
上
海
出
版
公

司
、
一
九
五
五
年
、
七
二
頁
。
ま
た
交
思
寄
『
胡
遁
梁
激
浪
哲
皐
思
想
批

判
』
人
民
出
版
社
、

一
九
七
七
年
。
北
京
師
範
大
風
十
数
育
史
数
研
組
編

『
中
園
近
代
現
代
数
育
史
I
』
北
京
師
範
大
皐
印
、

一
九
五
七
年
、
九
二

J
九
八
頁
、
な
ど
参
照
。
な
お
教
育
界
に
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ズ
ム
を
搬
入
し

た
代
表
的
人
物
は
、
陶
行
知
と
考
え
ら
れ
て
い
る
〈
周
辛

「
我
針
陶
行
知

先
生
数
育
祭
説
的
看
法
」
『
安
徽
史
皐
遁
訊
』
一
九
五
八
|
六
)
。

帥
『
新
青
年
』
六
1

四
、
所
枚
。
の
ち
『
胡
適
文
存
』
亜
東
聞
書
館
、一

九
二
一
年
、
巻
二
、
に
牧
録
。

帥
註
帥
に
同
じ
。

帥
奈
元
培
「
劉
於
数
育
方
針
之
意
見
」
参
照
。

伺
糞
「
賞
用
主
義
産
出
之
第
二
年
」
数
八
!
一
。
ま
た
黄
は
裳
世
凱
の
死

の
二
週
間
後
、
彼
の
濁
裁
を
痛
烈
に
批
判
す
る
道
徳
律
九
筒
昨
慨
を
設
表

し
、
全
図
的
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

(
な
お
そ
の
内
容
に
関
し
て
は
、
「
抱
一
日
記
」
数
八
|
六
、
参
照
〉
。

M
W

寅
「
賞
用
主
義
産
出
之
第
三
年
」
数
九
1

一。

ω
同
前
。

伺
黄
「
職
業
数
育
析
疑
」
数
九
1

二
。

帥
買
盤
談
「
教
育
眼
一
徐
」
数
九
l
四。

制
影
基
相
「
職
業
輿
文
化
」
敬
一
七
l
一。

凶
一
胡
叔
異
「
職
業
指
導
輿
小
皐
数
育
」
敬
二

O
l
一二
。

帥

黄

コ

ニ
十
五
年
束
中
園
之
職
業
数
育
」

(
荘
食

・
賀
芝
府
間
編
輯
『
最
近

- 25-



660 

三
十
五
年
之
中
図
教
育
』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
一
年
、
所
収
)。

帥
寅
「
職
業
教
育
買
施
之
希
望
」
数
九

l
一。

帥

殿
中
卒
等
編

『
中
園
近
代
経
済
史
一
統
計
資
料
選
輯
』
科
翠
出
版
社、

九
五
五
年
、
六
五
頁。

伺
爽
「
可
鴨
川
哉
日
本
在
華
之
貿
易
」
東
一
一
一
|
六
、
な
お
爽
は

『中
閤
商

敵
失
敗
史
』
商
務
印
書
館
、
一
九
一
五
年
(
の
ち

『
中
園
四
十
年
海
関
商

務
統
計
図
表
』

と
し
て
龍
門
書
庖
よ
り
復
刊
)
、

で
詳
細
な
統
計
数
字
を

取
扱
い、

『
東
方
雑
誌
』

の
前
掲
論
文
で
も
具
般
的
数
値
を
あ
げ
て
い
る

が
、
必
ず
し
も
正
確
で
な
い
た
め
、
数
値
に
関
し
て
は
、
殿
中
卒
等
の
前

掲
替
に
よ
っ
た
。

帥

策

「教
育
前
途
危
険
之
現
象
」
東
九

l
一一

一。

例
『
時
報
』
民
図
六
年
三
月
十
日
「
南
京
農
業
皐
校
之
大
波
澗
」
。

帥
偶
削
新
城
者
、
阿
部
洋
諜
『
中
図
教
育
近
代
化
論
』
明
治
図
書
、
一
九
七

二
年
、
「
中
国
近
代
数
育
の
現
状
認
識
と
そ
の
史
的
解
明
」
参
照
。

帥

註

帥

に
同
じ
。

助
註
帥
に
同
じ
。

同
賞
「
抱
一
日
記
」
数
九
|
一
。
同

「地
方
収
入
鋭
滅
後
如
何
解
決
普
及

教
育
問
題
」
敬
二
五
|
一
一
。

倒

『
奈
元
培
先
生
全
集』

七
一
一一

、art
-

一一一頁
。

附

註

帥

に
同
じ
。

仰
策
「
日
本
分
設
職
業
科
之
一

小
祭
」
数
九
|
二
。

同
賞
『
延
安
飾
来
』
霊
庭
園
訊
書
庖
、

一
九
四
五
年
、
五
一
頁
。

帥
『
時
報
』
民
図
六
年
四
月
十
日
「
中
華
職
業
数
育
社
第
一

吹
社
務
通

告」。

例

賞

「南
風
篇
」
数
九
|
九
。
な
お
黄
「
南
洋
華
僑
教
育
商
権
書
」
数
九

ー
一

一
・
一
二
、
に
よ
れ
ば
、

彼
は
六
二
埠
、
六
六
祭
校
の
数
回
貝
と
荷
廊

同
学
務
総
舎
の
教
育
研
究
舎
で
討
論
を
し
て
い
る
。

帥

註
仰
に
あ
げ
た
二
篇
の
他
に
、
責
「
宙
開洋
荷
属
華
僑
教
育
研
究
曾
之
盛

況
」
数
九
|
一
O
。

帥
『
時
報
』
民
園
六
年
九
月
十
四
日
「
教
育
家
均
願
在
野
」
、
民
園
六
年

九
月
二
十
日
「
黄
炎
培
辞
職
之
呈
文
」
。

制

拙
稿
「
中
華
職
業
数
育
祉
と
職
業
数
育
運
動
」
『
明
石
短
期
大
患
研
究

紀
要
』
第

一
O
獄
。

同

メ
ン
バ
ー
に
関
し
て
は
、

『
時
報
』
民
園
六
年
七
月
十
六
日
「
中
華
職

業
数
育
祉
議
事
口
貝
之
選
出
」
、
民
園
九
年
五
月
三
十
一
日
「
職
業
数
育
社

年
舎
績
誌
」
。
「
中
華
峨
業
数
育
社
年
舎
記
」
新
六
|
五
。
「
職
業
数
世
間
梁

誌
」
数
九
1

四
。
中
共
中
央
馬
克
思
恩
格
斯
列
寧
斯
大
林
著
作
一
編
謬
局
研

究
室
編
者
『
五
四
時
期
期
刊
介
紹
』
人
民
出
版
社
、
一
九
五
九
年
、

第
一一一

瞬
、
三
O
一一一
1
0四
頁
、
な
ど
参
照
。

倒

沈

光

烈

コ
一十
年
来
之
中
華
職
業
数
育
社
」
敬
二
七

l
五
。

帥

『

時
報
』
民
園
七
年
九
月
十
二
日
か
ら
十
月
二
十
二
日
ま
で
の
記
事
、

参
照
。
な
お
著
名
な
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
郷
絡
替
は
、
二
三
年
に
中
華
版
敬

社
の
編
輯
股
主
任
と
な
り
、
同
時
に
こ
の
中
華
職
業
率
校
の
英
語
教
員
を

粂
任
し
て
い
る
(
『鱈
奮
文
集
』
生
活

・
韻
書
・

新
知
三
聯
書
庖
香
港
分

庖
、
一
九
七
八
年
、
第
一
巻
、
ニ

O
頁〉
。

制

『
時
報
』
民
闘
八
年
十
一
月
二
十
三
日

「省
数
育
曾
激
迭
欧
美
数
育
考

察
囲
紀
事
」。

伺

『

時

報
』
民
図
八
年
五
月
十
六
日
「
職
業
製
校
推
鈎
鎚
如」。

伺

丁

守

和

・
段
絞
葬
著
『
従
五
四
感
蒙
運
動
到
馬
克
思
主
義
的市町
播
』
生

活

・
議
書

・
新
知
三
聯
書
広
、
一
九
六
三
年
、
一
七
九
頁。
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帥

前

掲
『
五
四
時
期
期
刊
介
印
刷
』
第
三
韓
、
三

一
一
J
一一

一頁。

同

デ

ュ
l
イ
は
来
筆
直
後
の
民
圏
八
年
五
月
三
、
四
日
、
江
蘇
省
教
育
曾

で
の
講
演
の
中
で
、
卒
民
生
活
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
職
業
数
育
の
必
要

性
を
力
設
し
〈
潜
公
展
筆
述

「
記
社
威
博
士
演
講
的
大
要
」
新
一
l
l
一一一)、

ま
た
翌
年
五
月
末
か
ら
六
月
初
め
に
は
、
中
華
職
敬
社
や
中
華
職
業
闘
争
校

で
講
演
を
し
て
い
る
(『
時
報
』
民
園
九
年
五
月
三
十
日
J
六
月
五
日
「
社

威
博
士
之
演
講
紀
」
)
。

伺
奥
俊
升
「
杜
威
的
職
業
数
育
論
」
数
一
七
|
一

。

制

『
五
四
時
期
期
刊
介
紹
』
第
三
輯
、
三

O
七
頁
。

帥

黄

「

職
業
数
育
」
新
一
一
ー
二
。

同
「
民
園
十
年
之
職
業
教
育
」
新
四
|
一
一
。
な
お
策
は
自
ら
出
向
い
て
、

西
南
軍
閥
の
巨
頭
唐
縫
発
よ
り
四
千
元
の
援
助
を
受
け
た
り
(
『
申
報
』

民
園
十
三
年
二
月
二
十
三
日
「
唐
縫
発
提
信
職
業
数
育
」
)
、
孫
俸
芳
軍
閥

が
上
海
に
進
出
し
て

「
大
上
海
計
董
」
を
打
出
す
と
、

「
湘
沼
商
埠
督
緋

公
署
」
の
参
議
員
に
名
を
列
ね
、
そ
の
計
査
に
協
力
を
約
し
た
り
し
て
い

る
(
大
野
三
徳

「
園
民
革
命
期
に
み
る
江
新
地
域
の
軍
関
支
配
」

『
名
古

屋
大
皐
東
洋
史
研
究
報
告
』

6
1
だ
か
ら
、
奥
伺
李
と
は
特
に
友
好
的

な
関
係
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
職
業
数
育
の
普
及
に
理
解
を
示
す
も

の
で
あ
れ
ば
、
如
何
な
る
勢
力
と
で
も
手
を
結
ぶ
と
い
う
、
い
わ
ば
超
政

治
的
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

帥
数
育
部
編
『
第

一
次
中
園
教
育
年
鑑
』
開
明
書
庖
、

四
四

l
四
五
頁
。

制
前
掲
『
中
園
近
七
十
年
来
数
育
記
事
』
九
二
一貝
。

伺
責
「
職
業
数
育
」
敬一一一一
l
l

一一

。

制

蒋

維

喬

「貸
業
数
育
談
」
数
九
l
四。
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一
九
三
四
年
、
六

倒
『
中
園
近
七
十
年
来
数
育
記
事
』
九
五
頁
。

伺

「黄
炎
培
電
僻
数
育
総
長
」
新
四
|
三
。

伺

『
中
園
近
七
十
年
来
敬
育
記
事
』
九
九
頁
。

制
同
前
、
一
一
五
頁
。

綿
陳
育
之
『
中
園
数
育
史
』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
、
六
七
八
J
七

九
頁
。

帥

賞

「施
行
新
皐
制
後
之
職
業
数
育
」
新
七
|
二
・
三
。

帥

周

予

同

『中
園
現
代
数
育
史
』
良
友
園
書
公
司、

一
九
三
四
年
、
二
九

二
頁
。

付
社
佐
周
「
職
業
指
導
所
用
的
測
験
」
敬
二

O
l三
。

伺
楊
賢
江
「
職
業
心
理
的
研
究
1

1
介
紹
荷
林
義
斯
的
職
業
心
理
皐
|

|
」

敬

一
七
l
一
。
願
樹
林
「
職
業
指
導
輿
職
業
心
理
測
験
」
敬
二

O
l三
。

杜
佐
周
、
前
掲
論
文
。
な
ど
。

伺
何
清
儒
「
上
海
職
業
指
導
所
的
佑
値
」
敬
二
五
|
一

O
、
参
照
。

同
註
倒
に
同
じ
。

同

天

民

「小
皐
校
職
業
指
導
寅
施
法
」
数
八
|
一

。

伺

潜

文

安

「中
皐
生
之
職
業
数
育
問
題
」
敬
一

O
l
一
一
。
楊
都
聯

「小
皐

教
育
輿
職
業
陶
冶
」
敬
一
七
|
一

。
同

「職
業
数
育
在
小
準
校
的
地
位
」

敬
二
O
l
三
。

開

丁

境

先

「
小
拳
校
的
職
業
訓
練
」
敬
一
七

l
一
。

伸

容

新

城

「中
皐
職
業
指
導
的
先
決
問
題
」
敬
一
七
|
一
。

同
沈
達
時
「
敬
育
輿
職
業
指
導
」
敬
一
七
|
一
。
ま
た
大
祭
に
お
け
る
職

業
指
導
に
関
し
て
は
、
熱
心
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
は
清
華
大
祭
の

み
で
あ
る
。
中
華
職
数
社
も
、
大
皐
は
最
高
閣
内
干
府
で
あ
る
た
め
、
袖
手
傍

翻
の
態
度
を
と
っ
て
お
り
、
職
業
数
育
関
係
者
の
開
で
も
、
こ
の
こ
と
を
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話
題
に
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
(
沈
亦
珍

「職
業
指
導
輿
大
祭

数
育
」
数
二
O

三〉
。

制

劉

湛
恩

・
濡
文
安
「
上
海
南
京
商
職
業
指
導
所
之
現
況
」
数
二
O
l

三
。
何
清
儒
、
前
掲
論
文
。

制

限
澄
江

「改
進
職
業
教
育
的
幾
筒
原
則
」
敬
二
O
|
一
一
一
。

同
制
劉
悲
振
「
我
図
工
業
数
育
滋
酌
係
工
讃
協
作
制
意
見
書
」
新
三
l
五
。

な
お

『新
青
年
』
七
五
、
で
は
「
工
讃
互
助
幽
問
題
」
に
関
す
る
論
争

が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
隙
濁
一
秀
も
賀
に
招
待
さ
れ
て、

江
一
係
省
教
育

舎
で
講
演
を
行
い、

学
工
中十
讃
運
動
を
推
進
す
ベ
し
、
と
力
説
し
て
い
る

(『
時
報
』
民
図
九
年
三
月
三
十
J
四
月
一
日
「
陳
濁
秀
演
務
教
育
飲

貼」〉
。

伺

註
伺
に
同
じ
。

制

梅

根

悟
殴
修
、
競
藤
秋
男
者
『
世
界
教
育
史
燈
系
四
、
中
園
数
育
史
』

講
談
社
、
一
九
七
五
年
、
五
七
頁
。

綱

策
「
抱
一
日
記
」
数
八
|
九
。

個別

周
予
問
、
前
掲
語
、
三
O
五
J
O
六
頁
。
管
新
城
、
前
掲
書
、
二
一

四

J
一
五
京
、
所
引
。

紛

天
民
「
中
園
経
済
之
設
肢
輿
職
業
指
導
」
数
九
|
四
o

M

開

盛
振
撃
「
職
業
指
導
是
什
膝
0
・」
敬
一
七
l
一
n

脚

註
伺
に
同
じ
。

帥

唐
毅
「
図
家
主
義
と
貸
業
主
義
及
職
業
数
育
」
〈
『
北
京
瓶
鍬
月
報
』
特

刊
第
八
、
南
満
州
俄
道
株
式
禽
祉
北
京
公
所
研
究
室
、
一
九
二
六
年
、
所

牧
)。
な
お
感
振
盤
、
前
掲
論
文
。
品
川
子
夷
「
職
業
教
育
/

職
業
率
校
/

教
的
三
筒
疑
問
、
一

筒
謬
見
」
敬
一
七
|
て

に

も
同
様
の
記
載
が
見
ら

れ
る
。

制

註
伺
に
同
じ
。

倒
鍾
道
賛
「
職
業
数
育
之
四
道
防
線
」
敬
二
四
|
一

。

伺
註
胸
に
同
じ
。

制

陳

主円
之
、
前
掲
書
、
七
三
二
頁。

州開

陳
奇
之
、
前
掲
書
、
七
三
二
頁。

お
よ
び
街
新
城
、
前
掲
書
、
二
一
七

頁
、
に
引
く

『
数
育
輿
職
業
』
第
七
一

期
、
の
古
典
の
文
章
、
参
照
。

M
W

註
闘
に
同
じ
。

例
制
過
採
先

「
我
園
農
業
数
育
的
改
進
」
敬

一
七
|
一

。
何
恩
源
「
士
大
夫

教
育
之
窓
果
及
数
育
改
造
途
径
」
東
一
一一一

|
六
。

側

丁

隣
先
、
前
掲
論
文
。
彰
基
相
、
前
掲
諭
文
。

倒

劉

湛
思

・
濡
文
安

「
中
園
職
業
指
導
的
近
況
」
数
二
O
|
三
。

ω
註
伺
に
同
じ
。

剛

郷

釆
文
「
吾
図
乙
種
山
従
業
皐
校
之
現
吠
及
甘
円
改
進
方
法
」
新
一
一
一
ーー

一
。

附
銭
智
修
「
女
子
職
業
問
題
」
東
八
|
九
。

剛

侯

鴻
鑑

「今
後
之
女
子
教
育
」
数
九
l
三
。

剛

頁

盟関揖

「
設
女
子
職
業
教
育
之
必
要
」

敬

一
Ol
三
。

剛

中

華
職
業
数
育
社
「
調
査
各
地
卒
民
生
活
状
況

賀
施
職
業
補
習
教
育

案
」
新
一

一
1

二
。

剛

程

調

凡

『中
園
現
代
女
子
教
育
史
』
中
華
書
局
、

五
頁。

附
註
倒
に
同
じ
。

側

劉

牽

振
、
前
掲
論
文
。

酬
鍾
道
韓
民

「商
業
態
十
校
之
出
路
」
数
二
七
|
五
。

川
註
倒
に
同
じ
。

側

鍾
道
質
「
抗
戦
十
年
来
中
図
的
職
業
教
育
」
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一
九
三
六
年
、

『
中
華
十
数
育
界
』
復
刊

一



山

奥

宛

農

「我
園
農
業
数
育
改
造
的
途
径
」
数

一
七

l
一。

川

瀦
文
安

「
職
業
数
育
概
説
」
敬

一
七
一
。

川

買
盟
臨
調
「
貫
施
職
業
教
育
之
注
意
」
数
九
|
三
。

川

呉
究
段
、
前
掲
論
文
。
な
お
二

O
年
前
後
に
は
、
湖
南
で
張
敬
突
が
敬

育
を
破
壊
し
て
、
七
箇
月
に
わ
た
っ
て
給
輿
等
の
経
費
支
給
を
ス

ト
ッ
プ

し、

北
京
で
は
園
立
の
専
門
以
上
八
校
の
教
育
費
未
支
給
か
ら
、
二

一
年

六
月
三
日
に

「六

・三
事
件
」
と
い
う
衝
突
事
件
も
起
っ
て
い
る
。

川

「

中

華
職
業
数
育
社
中
華
農
闘
争
合
共
同
草
擬
寅
施
全
園
農
業
教
育
計
査

大
綱
及
鋒
謹
経
由
民
緋
法
」
新
八
|
一
一
。

刷

陳
東
原
「
数
育
失
敗
的
根
本
原
因
」

『
現
代
評
論
』
一
一

l
四
六
。

不
過
以
恒
罫
盟
国
就
可
以
倣
官
設
財
、
就
可
以
不
信
周
別
人
所
奴
隷
龍
了
。

:
大
多
数
父
兄
絵
子
弟
認
書
的
心
理
、

無
非
還
是

「
築
宗
耀
租
振
起

門
庭
」
的
老
観
念
、
甚
至
子
只
希
望
其

「接
持
門
庭
」
哩
。
青
年
讃
書

的
心
理
、
也
只
是
想
倣
「
人
上
人
」
・
・
質
業
途
径
是
那
様
的
窄
'
社

曾
削
到
於
肱
刀
工
叉
那
援
的
賎
税
;
這
生
生
逼
得
読
書
人
保
存
一
箇
打
不
破

的
「
惟
土
鴛
高
」
的
替
概
念
了
。

張
懐

「我
図
的
職
業
教
育
問
題
」
敬
二
七
|
一
。

日
腔
禽
上
科
泰
之
流
申
一
母
、
未
設
浪
滅
、
若
干
人
認
讃
書
震
光
輝
門
庭
、
僅

懐
升
官
設
財
之
想
、
安
泡
享
袋
、
厭
薬
品
目
動
。

:;・

勢
動
御
念
輿
職
業

之
重
要
、
一

般
人
選
未
明
際
、
軽
視
職
教
債
倍
。

越
廷
震

・
陸
宛
先

「中
図
的
生
産
数
育
」
敬
二
七
|
六
。

流
議
所
及
、
迄
於
今
日
、
一

般
人
民
針
於
数
育
謎
把
官
君
作
升
官
設
財

的
唯
一
門
径
、
認
間
学
校
畢
業
是
求
倣
官
的
資
格
、
以
之
穎
親
揚
名
的

|

|
換
言
之
、
一
般
人
民
的
意
識
、
還
被

「
翠
而
優
別
仕
」
的
概
念
所
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籍
軍
着
、
認

「議
書
」
和
「
倣
官
」
雨
箇
名
詞
是
不
可
分
解
的
;
同
時

他
例
制
到
於
生
産
第
動
、
叉
多
一
筋
「
高
般
皆
下
口
問
、
惟
有
読
書
高
」
的
侍

統
思
想
所
浸
況
、
而
加
以
賎
説
。

川
曹
李
「
中
園
生
産
品以育
問
題
」
敬
二
六
|
一

O
。

川
森
時
彦
「
フ
ラ
ン
ス
動
工
倹
皐
運
動
小
史

(
上
・
下
)
」

『
東
方
皐
報
』

第
五
0
・
五
一
冊
、
参
照
。

酬

奈

元
培
「
中
華
職
業
数
育
吐
息
十
術
演
講
詞
」
『
察
元
培
先
生
全
集
』

九

二
頁。

附
註
帥
に
同
じ
。

聞
紙
幅
の
関
係
で
文
章
の
具
践
的
内
容
は
省
略
す
る
が
、
か
か
る
主
張
を

展
開
し
た
も
の
と
し
て
、
黄
廷
梓
「
職
業
卒
等
」
(
『
時
報
』
民
図
八
年
十

一
月
十
七
日
)
、
組
廷
潟
「
職
業
訓
練
的
目
的
」
敬

一
七
|
て
了
隣
先

前
掲
論
文
、
な
ど
が
あ
る
。

附

熊

子
容

「
我
園
需
要
何
種
職
業
数
育
」
『
敬
育
輿
職
業
』
第

二
ハ
二
期

(曹司官寸
、
前
掲
論
文
、
所
引
〉
。

剛
生
産
教
育
を
取
上
げ
た
も
の
と
し
て
は
、
曹
字
、
前
倒
間
論
文
、
遡
廷

魚

・
陸
宛
先
、
前
掲
論
文
、
の
他
に
、
郭
一
等
「
生
産
数
育
的
意
義
之
佑

定
」、

銭
亦
石

「
従
経
済
原
則
論
我
園
生
産
数
育
的
総
方
向
」、

常
道
直

「生
産
数
育
之
根
本
問
題
」
以
上
東
三

O

二
ハ
、
陳
建
業
「
生
産
数
育

輿
政
治
敬
育
」
敬一
一一
一
六
、
高
術
「
生
産
数
育
」
『
新
中
華
』

二

六
、

な
ど
が
あ
る
。

回
前
日
百
十
、
前
掲
論
文
、
常
導
之

「蘇
俄
最
新
生
産
数
育
準
設
之
概
要
及
其

批
判
」
東
三

O
l
一
四
、
重
立
「
勃
朗
斯
基
的
生
産
労
作
用
干
校
之
理
論
」

東
三

O
l
一六、

草
子
鼎
繋

「蘇
聯
的
成
人
数
育
」
東
一二一

|
六
、
な
ど
。

側
註
叫
に
周
じ
。
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間
抗
日
戦
争
中
の
職
業
数
育
に
関
し
て
は
、

鍾
道
賛
「
抗
戦
以
来
否
園
職

業
数
古
問
的
究
況
」
敬
二
九
|
四
、
お
よ
び
註
川
論
文
、
何
清
儒
「
抗
戦
期

中
的
職
業
数
育
」
数
二
七
|
一
一
・
一
二
、
毛
仁
拳

「
抗
戦
中
的
職
業
教

育
」
敬
一
二
一
ー
ー
二
、
な
ど
参
照
。

附
例
え
ば
、
江
間
漁
「
目
前
中
園
教
育
略
取
之
方
針
及
職
業
数
育
質
施
之

標
準
」
敬
二
四
!
て
で
は
、
中
華
職
敬
社
が
推
進
し
た
農
村
数
育
に
関

し
て
、年
来
各
地
設
立
農
村
改
進
区
、
農
民
数
育
館
、
農
民
合
作
社
、
昼
間
数
頗

不
少
、
旦
均
有
相
蛍
成
績
。
惟
以
中
園
幅
員
太
大
、
農
村
太
多
、
試
問

改
進
区
等
、
能
有
多
少
?
況
且
政
治
未
上
軌
道
、
姻
賭
禾
能
粛
清
、

土
豪
劣
紳
所
在
皆
是
、
以
一
急
無
政
権
之
教
育
機
関
、
深
入
内
地、

究
克

放
果
能
有
幾
何
0
・
能
否
救
得
目
前
垂
危
之
民
族
興
賂
闘
媛
之
農
村
?

確
是
疑
問
。

と
、
そ
の
問
題
黙
と
限
界
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

間

隙

獄

秀

「今
日
之
教
育
方
針
」

『
新
青
年
』

一
ll
一一
。

附
陳
濁
秀
「
教
育
界
能
不
問
政
治
鳴
り
・
」

側
資
「
抱
一
日
記
」
数
八
|
九
。

同

李

新

・
孫
思
自
主
編
、
中
華
民
園
史
資
料
叢
稿
『
民
図
人
物
侍
』
第
一

巻
、
新
筆
書
庖
、
一
九
七
八
年
、
二
七
二
頁
。

附

陳

嘉
庚
『
南
僑
回
憶
銭
』
一
幅
州
集
美
校
友
舎
、
一
九
五

O
年
、
一
二
九

頁。

川
前
掲
『
延
安
鋪
来
』
。

同
註
仰
の
『
人
民
日
報
』
記
事
。

同
楊
術
玉
・
孫
運
仁
「
針
於
今
後
中
園
職
業
教
育
的
建
議
」
敬
一
一
一
一
二
|

三、

参
照
。

(
な
お
一
々
註
記
し
な
か
っ
た
が
、
本
稿
の
法
令
関
係
の
史
料
は
、

多
賀

秋
五
郎
著
『
近
代
中
園
数
育
史
資
料
』
日
本
皐
術
振
興
舎

(
一
九
七
二

年
、
清
末
編
よ
り
逐
次
刊
行
)
や
、
話
削
新
城
編
『
中
園
近
代
教
育
史
資
料
』

人
民
数
育
出
版
社
、
一
九
六
一
年
、
に
援
っ
て
い
る
J

『
趨
導
』

一
八
c
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表1. jjま業製堂 ・質業率校・職業数育機関数(畢生数〉重要遷表

年 皐校数 i拳生数 1: 年 | 事校数 | 皐生数 i
1907 1;¥)制 137 cA.)倒 8，693 i 1926 (J) 1，512 
1908 仏)(D) 189 1;¥)倒 13，616

， 1909 1;¥:。 254 1;\如~ 16，649 

i 1910 

。 1911

山 [州 425 同φ~ 31，726 

1913 1;¥)帥 481 。ベ(D) 29，790 

1914 1;¥)む) 525 ω倒 31，664
1915 1;¥同 585 ばむ1) 31，218 

ωむ) 525 1;¥船1) 30，099 
1917 叫む) 476 1;¥瓜)) 30，517 

1918 倒 531 

1919 

1920 

1921 1;¥)倒 842 

(E) 824 

(B) 719 

1922 1;¥) 603 仏) 40，827 

1 1側 1，209

i 的 m
! (1) 828 

I :~::伽 1， 194 
1924 ' I;¥)(DXF) 1， 548 : 
! 1925 i判。 1，518 

(FXJl 

1;¥) 周予同『中園現代数育史』

(B) 賞「民図十年之職業数育」

(c) 賞「民図十一年之職業数育」新6ー 2

倒黄「三十五年来中関之職業数育」

(E) 黄「職業数育」新11-2

i 1927 

I 1928 帥 156 

(1) 149 

1 1929 1;¥) 194 

帥 231 

(1) 219 

1930 帥(1) 272 

1931 む) 149 

(1) 266 

1932 (1) 262 

1934 (1) 330 

1935 

1936 (ω 494 

1937 。 292 

1938 制 256 

1939 (G) 287 

1940 (G) 332 。 344 

1942 (G) 359 

1943 (G) 384 

1944 ω 424 
1945 ω 576 
i 1鮒 |ω 724 

(め 「十一十二十三十四四年度全図職業教育機関数比較表」数9-3

(G) 陳啓天『近代中園教育史』

制 「第一次中園教育年鍛」

(1) 鍾道賛 「職業数育之最近現状」数25-11

(J) 街新城「近代中園教育思想史』

- 31 

帥 16，640 

帥 26，659 

帥 29，647 
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表2. 江蘇省甲級1'!業製校卒業生進路統計表 (単位9b)

主主協I 互王て豆一仁 三竺!と上三DL
1918 49.36 1:2. 67 18.82 19. 15 

1919 66.50 9.00 10.00 14.50 

1920 66. 13 12.70 4.64 16.53 

1921 56.09 15.87 2.51 25.53 

(申f'fi館町長近之五十年』申報館，1923年)

表3. 甲径lii業態校卒業生進路統計表

(江蘇省立第一・二 - 三J~校 ・ 所江省立甲種農校 4 校の卒J勾〉

進 路 |臨時経缶、j民業後関1 敬員 |行政機関 その他 |未詳 死亡 |

比 率 I12.22I 2.93 I 16.51 I 24.55 I 1. 49 I 4.89 I 34.52 I 2.27 I 

(5直探先「我園I.!!!:業数育的改進」 数17-1)

表4. 十年来江蘇省甲，fili'f:r業翠校卒業生進路統計

進 路!騨1P竺 ↓竺世主塑(平手平射性13Eせ l
人数 I 259 I 16 I 530 I 611 I 22 I 208 I 15 291 I 

比 本 I13.3 I 0.8 I 27.2 I 31. 3 I 1. 1 I 10. 7 I 0.8 14.9 

(盛朗西 「十年来江蘇中等翠佼畢業生出路統計」 数17-5)

進

比

路

一
卒

表5. 乙種決2足感校卒業生紙況表

(南京高等師範翠校決楽専修科民国八年之調査)

進 皐 |牒機関 |版経営 j他 事業

15.0 I ιo i民 o 11. 0 

未就職 t

14.0 

(郷釆文「吾図乙種農業皐佼之現;伏及~t改iE方f去」 新3-1)
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HUANG YEN-P‘El　黄炎培ANDTHE MOVEMENT

　　　　　

FOR VOCATIONAL EDUCATION

　　　　　　　　　　　　　　

KOBAYASHI Yoshifumi

　　

Huang Yen-p‘ｅｉ黄炎培, who criticized the utilitarian education which

゛ａs advocated　in　the education　circles during　the　Republican　Period,

made ａ plea for the use of pragmatic education. ぺA'^ecan see here clearly

the in丑uence of the idea of ‘pragmatism education' developed　by　among

others John Dewey. However, because such educational methods did not

show sｕ伍cient results, a vocational education, which was said to be

broader, more　concrete　and　more　social, was　advocated　against　ａ

background of the need of rearing　ａ　national industry in　China, the

･decadency and depravity of the business schools, the deterioration of the

employment

　

situation

　

of

　

graduates, and　the　abuses　of ａ traditional

aesthetic education.

　　

Huang played ａ central role in the development of the movement for

vocational education as the head of the ｏ伍ce of the Chinese Society for

Vocational Education （Ｃｈｕｎｇ-ｈｕａ　chih-ｙｅｈ　ｃｈｉａｏ-ｙii-ｓh＾中華職業敦育壮）.

This society founded　the　Chinese　Vocational　School, and　also　supple-

mentary vocational education moved positively forward. Most of the

members

　

of the　society were　national bourgeois or people from the

education circles.

　　

In the first part of the twenties the Educational System also started

to attach importance to vocational education　and the number of organi-

nations for it increased, but in fact the movement for vocational education

･could not produce the talents hoped for by the national bourgeois and the

movement lost its attraction and gradually declined, because the　content

tended to become decadent, the methods became mechanical and　humans

seemed only tools.

　　

Within the movement, especially vocational education for women and

agricaltural education were　backward areas. The vocational educationists

aimed at the spread　of the concepts of‘sacredness　of　labour'‘equal

employment', and so they tried to regain　lost ground, but　finally　they

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－1－



did not succeed｡

　　

Huang advocated ａ‘Big Vocational Education-ism' （Zα一ＣＭｈ･ｙ九一ｃｈｉａｏ-

ｙｌ一硫ｕ-i大職業教育主義), trying to install some sociality in vocational

education, but he hardly received any response, and during the period of

resistance

　

against

　

Japan

　

he volunteered　for the　Patriotic　Anti-Japan

Movement, besides striving for vocational educaton. The movement foｒ･

vocational education can be credited with certain results such as　the･

increase in number of members of the Chinese　Society for Vocational

Education and the ｅχpansion of dependent schools, but it did not have ａ

all-persuasive ｉｎ丑uence on society because it did not break down completely

the abuses of the traditional aesthetic education, and the solution of some:

comprehensive problems had to wait until after the liberation.

THE WAN-LI TI-ＣＨ'ＡＯ萬暦邸妙AND

　

THE WAN-ＬＩ ＳＨＵ-ＣＨ’ＡＯ萬暦疏妙

　　　　　　　　

OnO Kazuko

　　

This paper treats the background of compilation and compilators of

two important works for 巾ｅ study of the history of the　Wan-li　period

(1573-1620), the “Ｗαn-li ti-ｃｈ‘ａ♂(3お‘らTaiwan, Cheng･chung shu-chii

正中書局, 1969) and the “Ｗαn-U ｓｈｕ-ｃｈ‘ａｏ”(50chｕａｎ．34お‘らpossessed･

by the Sonkeikaku 扉経閣Library, preface from Wan-li 37 (1609)), and

it clarifies the character of these sources.

　　

The author of the“耳心刀心だ一ｃｈ’ａｃｔりwasformerly considered unknown,

but now is known that it was compiled by Ch‘ien I-pen 銭一本(1546-

1617) from Wu-chin 武進. This is clear from the liferecord (hｓｉｎｇ-ｃｈｕａｎｇ^

行状)of Ch‘ien I-pen by the hand of Wu Liang呉亮.It is also supported

by the fact that the “χＶａれ.ａti･ch‘ａｏ”which is　written　in　the annals-

form, stops right before the death of Ｃｈ‘ienI-pen.

　　

Ch‘ien l･pen, a person who supervised the Ching-cheng t‘ang 経正堂

School of Wu-chin, had also, by way of the Tung-lin Academy (東林書

院), close connections with people of the Tung-lin Party. Huang Tsung-i

黄宗義in his “Ｍｉｎｓ-jｕ　hｓiieh-ａｎ”明儒學案mentions him in the part ｏｎ｡
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